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着物や折り紙 日本文化を体験着物や折り紙 日本文化を体験

　市内の水産関係企業で働く外国人技能実
習生が市民と交流する「ひなまつり交流会」
を開催しました。
　ベトナムや中国、カンボジアからの技能
実習生約６０人が着物体験や折り紙作りな
どを楽しみ、日本の文化を体験していまし
た。



▼問い合わせ先
　市民課保険年金係（☎４７－１０３６）

《４月から算定方法が変わりました～税率変更・資産割額の廃止～》

　国保税の税額は、世帯単位に所得割額・資産割額・均等割額・平等割額を合計した額で算定していました。

　その内の資産割額は、経済の動向に左右されにくいので、国保財政にとっては安定した収入が確保でき

るという利点がある一方で、次のような課題がありました。

◇自宅などの収益性のない土地・家屋が多く、資産が国保税の負担能力と比例せず、資産割が低所得者の

　負担となっている。

◇市外にある資産には課税されず、不公平感がある。

　これらの課題を解消し、税負担の公平性を図るため、平成３０年度から、資産割額を廃止することとし

ました。これによって、下記のモデルケースのように、年間の所得が変わらない場合でも、国保税額が増額、

または減額となることが想定されます。各家庭の条件によって変わってきますので、詳しい試算については、

お問い合わせください。

　国保税は国保の運営を支える大切な財源です。ご理解とご協力をお願いします。

【税率の変更】

※国保から後期高齢者医療へ加入者が異動したことにより、残った国保の被保険者が1人となった世
　帯（特定世帯・特定継続世帯）は、後期高齢者医療に異動した日の世帯主と世帯員の関係が変わら
　ず、継続している場合は、医療分と後期高齢者支援金分の平等割が軽減されます。

計算の基礎
医療分

後期高齢者
支援金分

介護分

変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

所得割 前年中所得金額 8.06％ 8.68％ 2.55％ 2.75％ 2.43％ 2.62％

資産割 今年度の
固定資産税額 24.73％ 廃止 7.55％ 廃止 8.00％ 廃止

均等割 加入者１人につき 25,000 円 25,600 円 7,500 円 7,700 円 9,200 円 9,400 円

平等割 １世帯につき
26,200 円
（※）

30,000 円
（※）

7,000 円
（※）

8,000 円
（※）

5,300 円 6,000 円

夫の固定資産税（年税額）

５万円の場合 ０円の場合

平成２９年度の税率で計算 ２０万４，９００円 １８万４，７００円

平成３０年度の税率で計算 １９万７，５００円

【税の計算例（モデルケース）】

　固定資産税の年税額によって、平成２９年度と平成３０年度では、
国保税の額が変わります。
　次のようなモデルケースの家庭では、夫の固定資産税の年税額に
よって、国保税の税額は下表のようになります。

▼モデルケース家庭の
　　　　計算に用いる条件

◇６１歳の夫婦（２人世帯）
◇夫の年間所得は１００万円
◇妻の年間所得は０円
◇妻の固定資産税は年税額０円
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《４月から国保制度の仕組みが変わりました》

　国保制度は、日本の国民皆保険の基盤となる仕組みですが、「年齢構成が高く医療費水準が高い」「離職

者が多く、加入者の所得水準が低い」「財政赤字の市町村国保も多く存在する」など構造的な課題を抱えて

います。

　こうした課題を解消し、将来にわたって国民皆保険を守り続けていくために、

４月からは、県も保険者となり、県内市町村と連携して国保を運営することに

なりました。

▼変更による効果

①財政の安定化

　県は、県内各市町村の医療費や所得の水準をもとに、市町村ごとに「国保事業費納付金」を決定し、各

市町村から集めます。それを原資に、給付に必要な費用の全額を市町村に支払うことで、市町村の財政運

営が従来より安定します。

②保険者機能の強化

　県は、財政運営の安定化や効率化のため、県内の統一的な運営方針を策定し、県内市町村が担う事務の

標準化を推進していきます。

③サービスの拡充

　県内の市町村間で引っ越した場合でも、引っ越し前と同じ世帯であれば、高額療養費の支払い回数が通

算され、経済的な負担が軽減されます。

▼変更による影響

　財政運営の仕組みは変更となりますが、国保の窓口業務（資格管理、保険税の賦課・徴収、保険給付の決定・

支給、保健事業など）は、これまでどおり市町村が行います。

国民健康保険（国保）加入中の皆さんへ

～国民健康保険税所得申告書を提出しましょう～
　国保の納税義務者（世帯主）は、その世帯の本人、その納税義務者、国保加入者および特定同一世帯所属者（既

に国保から後期高齢者医療制度へ移行した人）について、平成２９年の所得金額等を記入した申告書を提出しなけ

ればなりません。

　ただし、次のいずれかに該当する場合は、提出する必要はありません。

　　◇所得税または住民税の申告をした場合　◇住民税の被扶養者である場合

　　◇障害年金・遺族年金以外の公的年金による収入がある場合　◇給与収入があり、年末調整されている場合

　　◇世帯主ではなく、年齢が１８歳以下の場合

▼提出方法

　２月末に郵送した「平成３０年度　国民健康保険税所得申告書」に、同封の記入例にしたがって記入・押印し、

市民課保険年金係まで提出してください。

※国民健康保険税所得申告書は、国保に加入している世帯（平成３０年２月～４月に、加入している全世帯員が

　７５歳となる場合を除く）へ、郵送しています。紛失等でお手元にない場合は、再発行しますので、お問い合わ

　せください。

▼提出期限　４月１３日（金）

※この申告書は、国保税算定のためのものであり、所得税および住民税の申告義務のある人や、他の制度によりそ

　の申告が求められている人は、別途申告をする必要があります。
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▼申し込み・問い合わせ先

　地域振興課企画係

　　　（☎４７－１０２４）

補助金活用事例補助金活用事例

◎一般事業　交付団体

「さかいみなと中野港漁村市実行委員会」

　中野港漁村市で、上田勝彦さんを招

き、沿岸の魚の神経締めの実演・試食

を行い、沿岸魚食の魅力普及に努めた。

◎一般事業　交付団体

「カニカニマラソン実行委員会」

　市民の健康増進、青少年の健全育成、

境港市の地域振興を図ることを目的と

し、マラソン大会を開催した。

◎緑化事業　交付団体

「竹内マツ植樹隊」

　竹内西緑地のクロマツの植栽・保全

を行い、地域緑化の推進と自然環境や

景観保全に寄与した。

※その他、小学校、高等学校などで花　

　いっぱい運動を実施

【昨年度の補助実績】（１４団体）

　◇一般事業　　：３団体

　◇新規設立事業：１団体

　◇緑化事業　　：１０団体
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【申し込み・問い合わせ先】　　長寿社会課 地域包括支援センター（☎４７－１１３１）

介護予防筋力向上トレーニング事業の

参加者を募集します！

　市では、市民の皆さんに健康で、いつまでも「自分らしく」生活していただくために、介護予防筋力向

上トレーニング事業として、機器を使ったパワーリハビリや誰でも簡単にできる体操を行っています。

　住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、積極的に取り組んで健康寿命（健康上の問

題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持っていきいきと過ごしてい

きましょう。皆さんぜひ、ご参加ください。

▼対　象　

◇65歳以上で、要介護１～５の認定を受けておらず、日常生活で足腰が

　弱くなり、介護予防を必要と感じている人

◇週1回、５カ月間の参加が可能な人

▼注意事項（参加制限など）

◇要支援１・２の認定を受けている人や、3カ月以内に入院または運動を含む日常生活の制限などがある

　人は、主治医の診断書が必要です。

◇要支援１・２の認定を受けている人は、①・②コースの参加となります。

▼実施期間　５月７日（月）～９月２５日（火）の週１回（計２０回）

▼参加費　１回２００円

※診断書に要する費用は自己負担です。

▼送　迎　①器具コース、③フィットネスAコースは送迎があります。

　　　　　必要な人は、申し込み時にご相談ください。（別途片道４０円が必要です）

▼申し込み期間　４月２日（月）～１６日（月）

▼内　容

コ　ー　ス 曜日
募集人数
（※）

内　　　容 場　　所 時　　間

①
器具コース
（パワーリハビリ）

月 １０人 個々に合ったプログラムに基づき、
専用の運動機器を使ったトレーニン
グを行います。

いきいき
リハビリセンター
（さかい幸朋苑内）

午後２時～
３時３０分

火 １０人

② 介護予防コース 金 ２０人
ストレッチ体操などのほか、栄養状
態や口腔機能の改善を行い、介護を
必要としない身体を目指します。

保健相談センター
午後２時～
３時３０分

③
フィットネス
Ａコース

火 ２０人
ストレッチ体操や道具を用いた体操
のほか、栄養改善や口腔機能の向上
に必要な知識や技術を学びます。

浜の里
（老人福祉センター）

午前１０時～
１１時３０分

④
フィットネス
Ｂコース

金 ２０人
体力に合わせて、ストレッチ体操や
道具を用いた体操を行います。

保健相談センター
午前１０時～
１１時３０分

⑤ アクアコース 金 １５人
体力に合わせて、ストレッチ体操や
水中運動を行います。

市民温水プール
午前１０時～
１１時３０分

※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。
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浄化槽についてのお知らせ

合併処理浄化槽設置補助金

　合併処理浄化槽は、し尿だけでなく台所などの雑排水をあわせて処理します。

　市では、くみ取りトイレまたは単独処理浄化槽を合併処理浄化槽へ転換することを促進するため、

補助制度を設けています。（新築や、建築確認を申請する改築の場合は、補助金の対象になりません。）

▼補助金の額

　既存の建物に５０人槽以下の合併処理

浄化槽を設置する際に、右表の限度額を

上限として補助金を交付します。

▼対象となる地域

　公共下水道事業の計画区域外の地域

　　この地域のうち市道外港外江線の北側の外江地区等は、平成３１年度に公共下水道事業の

　計画区域に追加することを計画しています。

　　なお、追加された後は、補助金の対象地域から除外される予定です。

浄化槽を正しく管理しましょう

　浄化槽を正しく管理しないと、汚水が汚れたまま水路等に流れ出てしまい、周辺の衛生環境を悪化

させる原因となります。浄化槽の管理者（建物の所有者または使用者）は、維持管理として次の３項

目を必ず行ってください。

【長期間使用しない場合】

　居住者がなく汚水量が少ない建物の浄化槽であっても、使用している間は、保守点検・清掃・法定

検査が必要です。

　ただし、空家など長期間使用しない場合は、清掃と消毒を行ったうえで休止を届け出ることができ

ます。（再度再開する際には、忘れずに使用再開を届け出てください。）

公共下水道が整備された区域では、公共下水道への接続が義務づけられています。
この区域の建物は公共下水道に接続して、浄化槽は廃止してください。

補助金の区分 限度額

５人槽 351,000 円

６～７人槽 441,000 円

８～５０人槽 588,000 円

単独処理浄化槽撤去費（※） 90,000 円

※合併処理浄化槽設置と一緒に単独処理浄化槽を

　撤去する場合に上乗せして交付

① 保守点検 ② 清掃 ③ 法定検査

◇機器の点検・調整、消
　毒剤の補充
◇年３～４回実施
◇依頼先：県の登録業者

◇たまった汚泥の抜き取り
◇年１回以上実施
◇依頼先：市の許可業者
　・オキイ清掃㈲
　　　　　（☎４４－３６１１）
　・境港環境事業㈲ 
　　　　　（☎４２－２４７１）

◇①および②の実施状況の確認、
　放流水の水質などの検査
◇年１回受検
◇依頼先：県の指定検査機関
　（公財）鳥取県保健事業団
　 　西部健康管理センター
　 　環境検査課西部分室
　　　　　　（☎３９－３２８８）

▼問い合わせ先

　下水道課普及係（☎４７－１１１８）
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　今年は、大山寺が開創されてから１３００年の節目の年にあたり、これを記念して、５月２０日（日）から１１月３０日（金）

までの期間を中心に、伯耆国「大山開山１３００年祭」として、大山圏域一体で特別なイベントが多数行われます。

　開催されるイベントについては、公式ホームページやフェイスブックで随時お知らせします。ぜひ、たくさんのイベントにご

参加いただき、大山の魅力を体験してください。

【イベント紹介】

▼開創法要

◇と　き　５月２０日（日）

◇ところ　大山寺本堂

◇内　容　開山１３００年を記念した特別な法要により、参加する皆さんにご利益をもたらします。

▼御輿行列

◇と　き　５月２０日（日）

◇ところ　博労座駐車場から大山寺本堂

◇内　容　平安時代に始まった大山寺の祈願法要にならい、大山寺などの

　　　　　御輿とともに、１３００年祭を祝う時代行列が行われます。

　　　　　※御輿の担ぎ手を募集する予定です。

▼大山開山１３００年祭記念料理・おもてなし料理

　大山山麓の味覚が堪能できる記念料理・おもてなし料理の提供はすでに始まっています。

　詳しくは公式ホームぺージをご覧ください。

▼問い合わせ先　伯耆国「大山開山１３００年祭」実行委員会（☎３１－９３７１）

　　　　　　　　◇公式ホームページアドレス　http://www.daisen1300.org/

　２０１８年、大山は開山１３００年

　（一社）境港水産振興協会から平成２９年の全国主要漁港取扱高の発表がありました。

　平成２９年の境漁港の水揚げ量は、前年と比べ約２０％増の１２８，４３７トンとな

り、全国第５位（昨年５位）でした。また、水揚げ金額については、前年と比べ約２％

減の２０５億７，６２６万円で、全国第８位（昨年７位）でした。

境漁港の水揚げ量・全国第５位

▼問い合わせ先

　水産課水産振興係

　（☎47－1055）
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今
期
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、
平

成
30
年
度
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る

諸
議
案
を
ご
審
議
願
う
に
あ
た
り
、

所
信
の
一
端
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

主
要
課
題
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
の
た
び
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
お
い
て
、
め
で
た
く
当
選
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
と
と
も
に
、
境
港
市
勢
の
伸
展

と
市
民
福
祉
の
向
上
に
、
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

さ
て
、
我
が
国
が

本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
、
ま
た

首
都
圏
や
大
都
市
へ

の
人
口
集
中
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
中
、

持
続
力
の
あ
る
魅
力

的
な
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
「
地
域
の
底

力
」
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し

て
は
昨
年
、
境さ
か
い
こ
う港

で

は
、
ク
ル
ー
ズ
客
船

や
環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
乗
客

数
が
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録

し
ま
し
た
。
ま
た
米
子
鬼
太
郎
空
港

で
は
、
ソ
ウ
ル
便
や
香
港
便
の
利
用

率
が
好
調
に
推
移
す
る
中
、
ソ
ウ
ル

便
は
就
航
か
ら
の
累
計
搭
乗
者
数
が

50
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

境
漁
港
で
は
、
水
揚
げ
金
額
が
３
年

連
続
で
２
０
０
億
円
の
大
台
を
突
破

す
る
な
ど
、
本
市
の
有
す
る
港
湾
・

空
港
・
漁
港
「
３
つ
の
港
」
そ
れ
ぞ

れ
が
、
記
録
に
残
る
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
本
市
が
将

来
都
市
像
と
し
て
掲
げ
る
「
環
日
本

海
オ
ア
シ
ス
都
市
」
の
実
現
に
向
け

た
様
々
な
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
で

き
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
こ
う
し
て
積
み
上
げ
て
き

た
実
績
を
土
台
と
し
て
、
竹
内
南
地

区
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
や
高
度

衛
生
管
理
型
漁
港
・
市
場
整
備
と

い
っ
た
大
型
事
業
を
着
実
に
前
に
進

め
、
確
固
た
る
社
会
基
盤
を
確
立
し
、

あ
わ
せ
て
最
大
限
の
利
活
用
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
飛
躍
の
鍵
で
あ
り
ま

す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
市
政
運
営
の
柱

と
し
て
「
連
携
と
共
栄
」
を
掲
げ
、

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携

に
よ
る
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

圏
域
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
圏
域

の
発
展
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

「
３
つ
の
港
」
の
機
能
強
化
・
充
実

が
進
み
、
さ
ら
に
は
圏
域
観
光
の
核

と
な
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
が
生
ま

れ
変
わ
る
今
、
よ
り
強
固
な
連
携
の

も
と
、
魅
力
あ
ふ
れ
活
力
あ
る
圏
域

づ
く
り
を
牽
引
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
本
市
の
文
化
・
芸

術
・
交
流
の
拠
点
と
な
る
仮
称
・
境

港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
地

区
会
館
、
集
会
所
の
改
修
の
ほ
か
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
な
ど
、
暮
ら
し

に
根
ざ
し
た
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も

積
極
的
に
展
開
し
、「
公
明
正
大
な

市
政　

市
民
と
共
に
築
く
風
格
あ
る

ま
ち
」
の
理
念
の
も
と
、「
心
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実

現
に
向
け
て
、
規
律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進
、
経
済
の
活
性
化

と
都
市
基
盤
整
備
、
市
民
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
す
る
教
育
と
福
祉
の
充

実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。規

律
あ
る
行
財
政
運

営
と
協
働
の
推
進

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案

　

平
成
30
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
法
人
市
民

税
の
増
加
な
ど
に
よ
り
市
税
の
増
額

が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
地
方
交

付
税
は
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
か

ら
、
一
般
財
源
総
額
と
し
て
は
減
額

が
見
込
ま
れ
る
厳
し
い
状
況
を
踏
ま

え
、
国
費
等
の
有
利
な
財
源
の
確
保

や
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
財
源
と
し
て

積
み
増
し
た
基
金
の
有
効
活
用
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
市
債
借
入
の
抑
制

等
に
も
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
に
お
き
ま
し
て
は
、

経
費
全
般
の
節
減
合
理
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
本
格
化
す
る
仮
称
・
境

港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
関
連

事
業
を
は
じ
め
、
境
港
市
ま
ち
づ
く

り
総
合
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
観
光
お

よ
び
水
産
業
の
振
興
、
教
育
環
境
の

充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
地
域
の

活
性
化
や
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
配
慮
し
て

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

３月定例市議会報告
　３月定例市議会が２月２８日から３月２３日まで開催されました。
　はじめに、中村市長が当面する課題や新年度に向けての施政方針を述べた後、
平成３０年度一般会計予算などが上程され、いずれも原案のとおり可決されました。

中

村

市

長

の

施

政

方

針

平
成
30
年
度
当
初
予
算
案
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
と
し
て
、
提

唱
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
は
、
人
口
減
少
社
会
に

あ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
が
高
ま
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
行
政
、
自
治
会
、
市

民
活
動
団
体
、
事
業
所
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
が
、
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を

分
担
し
、
連
携
し
な
が
ら
、
住
み
よ

い
ま
ち
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
活
動
の
拠
点
で
あ
る

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
会
館
の
解
体
に
伴
い
、
一

時
的
に
し
お
さ
い
会
館
に
移
し
ま
す

が
、
市
民
活
動
が
停
滞
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
支
援
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
の
活
性
化
と

都

市

基

盤

整

備

中

海
・

宍

道

湖
・

大

山

圏

域

の

連

携

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
圏
域
の
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
や
、
圏
域
版
総
合
戦
略
に
基

づ
き
、
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ
し
た

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
機
構
に
お

け
る
、
国
内
外
へ
の
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
産
学
・
医
工
連
携
推
進
協

議
会
に
お
け
る
医
療
機
関
と
企
業
の

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な
ど
の
取
り
組
み

を
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

　

環
日
本
海
国
際
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
、

昨
年
、
平
成
21
年
の
就
航
以
来
の
乗

客
数
が
20
万
人
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
年
間
乗
客
数
も
初
め
て
３
万
人

を
突
破
し
、
こ
れ
ま
で
当
圏
域
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
外
国

人
観
光
客
の
誘
客
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
原
油
価
格
の
高

騰
な
ど
も
あ
り
、
運
航
会
社
の
事
業

収
支
は
自
立
的
な
運
航
が
可
能
な
水

準
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
航

路
の
維
持
や
拡
充
に
向
け
た
取
り
組

み
を
後
押
し
す
る
た
め
、
一
年
間
の

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
昨
年
就
航
し
た
香
港
便
が
好

調
に
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
３
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
あ
っ
た
ソ
ウ
ル
便

の
週
５
便
化
が
10
月
ま
で
延
長
さ
れ

る
な
ど
、
山
陰
か
ら
世
界
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
拡
充
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

関
係
者
と
と
も
に
、
一
層
の
国
際
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
中
国
・
琿
フ
ン
チ
ュ
ン春

市
と
の
友

好
都
市
提
携
25
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
、両
市
で
様
々

な
分
野
に
お
い
て
交
流
を
重
ね
育
ん

で
き
た
友
好
を
祝
す
と
と
も
に
、
一

層
の
交
流
促
進
と
相
互
発
展
に
向
け

て
、
こ
の
夏
、
琿
春
市
で
開
催
さ
れ

る
第
24
回
環
日
本
海
拠
点
都
市
会
議

に
合
わ
せ
、
25
周
年
記
念
行
事
を
実

施
す
る
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。

観

光

振

興

　

本
年
は
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
誕

生
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
水

木
し
げ
る
記
念
館
開
館
15
周
年
、
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
ア
ニ
メ
第
６
シ
リ
ー

ズ
が
放
映
開
始
さ
れ
る
と
い
う
節
目

の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
や
水
木
し
げ
る
記
念
館
の
展

示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
年
間
を
通
じ

て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
７
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
一

部
の
道
路
改
良
工
事
と
照
明
設
備
の

設
置
、
最
終
段
階
で
あ
る
車
道
の
舗

装
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
水
木
し

げ
る
ロ
ー
ド
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
情

報
発
信
の
強
化
を
は
じ
め
、
水
木
し

げ
る
記
念
館
の
開
館
時
間
の
さ
ら
な

る
延
長
な
ど
、
夜
の
賑
わ
い
創
出
に

努
め
、
沿
道
の
商
店
街
と
と
も
に

ロ
ー
ド
の
魅
力
を
演
出
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

街
な
み
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し

た
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
沿
道
の
景
観

形
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沿
道
の
皆

さ
ま
が
策
定
し
た
街
づ
く
り
協
定
に

お
い
て
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
と
調

和
し
た
景
観
形
成
に
関
す
る
ル
ー
ル

を
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
こ
の
ル
ー
ル
に
従
い

店
舗
等
の
外
観
改
修
整
備
な
ど
を
行

う
人
へ
の
支
援
を
開
始
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

広
域
の
観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
、
不ふ

昧ま
い
こ
う公

２
０
０
年
祭
な
ど
の
大
型
イ
ベ

ン
ト
、
ま
た
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
挙
げ
て
の
山
陰
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
こ
の
圏
域
に
と
っ
て
、
ま
た

と
な
い
全
国
発
信
の
好
機
と
な
る
た

め
、
本
市
に
お
い
て
も
関
連
事
業
の

実
施
な
ど
を
通
じ
て
、
イ
ベ
ン
ト
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
成
功
に
向
け
て
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
境
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

の
寄
港
は
61
回
で
、
国
内
外
か
ら
過

去
最
高
の
約
６
万
７
千
人
の
お
客
さ

ま
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
は
、
国
際
情
勢
等
の
影
響
か
ら
、

寄
港
回
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
さ

ら
に
、
国
内
で
の
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致

合
戦
が
年
々
激
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
境
港
管
理
組
合
や
、
圏
域

の
自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

お
も
て
な
し
の
充
実
や
誘
致
活
動
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水

産

業

の

振

興

　

境
漁
港
に
お
け
る
平
成
29
年
の

水
揚
げ
量
は
、
12
万
８
千
ト
ン
余

で
、
全
国
第
５
位
、
水
揚
げ
金
額
は
、

２
０
５
億
７
千
万
円
余
で
、
全
国
第

８
位
で
あ
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
陸
送
上
屋
や
１
号
上
屋
の
新

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
新
た
な
市

場
へ
の
円
滑
な
移
行
に
向
け
て
、
鳥

取
県
と
連
携
し
て
電
動
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
の
整
備
費
を
助
成
す
る
ほ
か
、

県
の
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
魚
箱
や
パ
レ
ッ
ト
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
し
た
沖
合
底
引
き

網
漁
船
と
か
に
か
ご
漁
船
の
代
船
建

造
へ
の
支
援
を
、
国
・
県
・
関
係
団

体
と
連
携
し
て
行
う
ほ
か
、
新
た
に

沿
岸
漁
業
に
就
業
す
る
漁
業
者
の
漁

船
等
の
取
得
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

環
日
本
海
交
流
の
推
進

観

光

振

興

水

産

業

の

振

興
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市
内
に
在
留
す
る
水
産
関
連
企
業

の
外
国
人
技
能
実
習
生
は
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
実
習
生
と
地
域
住
民
な
ど

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
円
滑
な
地
域

生
活
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
本

市
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
実
習

生
に
と
っ
て
住
み
よ
い
魅
力
あ
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、
受
入
企
業
な
ど
と

連
携
し
て
交
流
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

農

業

の

振

興

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
鳥
取
県
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
青
年

就
農
交
付
金
な
ど
の
諸
事
業
を
活
用

し
な
が
ら
、
白
ネ
ギ
づ
く
り
に
参
入

す
る
新
規
就
農
者
や
若
手
農
家
へ
の

支
援
を
行
う
な
ど
、
農
業
者
育
成
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

現
在
で
は
、
農
業
法
人
や
若
手
農

家
な
ど
意
欲
あ
る
農
業
者
が
誕
生
し
、

農
地
に
対
す
る
需
要
も
高
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
農
地
需
要
を
背
景
に
、

新
た
に
、
国
の
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
を
活
用
し
た
農
地
再
生
事
業
に

年
次
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
平
成
30
年
度
は
給
食
セ
ン
タ
ー

南
側
約
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地

再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
余
子
地
区
の
産
業
中
央

線
沿
い
に
広
が
る
耕
作
放
棄
地
約

２
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
ま
ず

は
試
験
的
に
水
田
０
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
つ
い
て
畑
地
へ
の
再
生
に
取
り

組
み
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
年

次
的
な
耕
作
放
棄
地
の
再
生
を
検
討

し
ま
す
。

　

な
お
、
再
生
し
た
農
地
に
つ
い
て

は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
、

農
地
需
要
の
高
い
若
手
農
家
を
中
心

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
集
積

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
土
層
改
良
事
業
等
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
、
農
業
所
得
の
向

上
や
県
外
の
産
地
に
負
け
な
い
力
強

い
白
ネ
ギ
産
地
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

中

海

護

岸

整

備

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
中
海
護
岸
整

備
に
あ
わ
せ
て
本
市
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
渡
漁
港
周
辺
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
30
年
度
末
の
完
成

を
め
ざ
し
て
旧
漁
港
跡
地
に
内
水
排

除
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
に
委
託
し
て

お
り
ま
す
市
道
渡
84
号
線
の
整
備
に

伴
う
樋ひ

門
の
改
築
工
事
は
、
本
年
８

月
に
完
成
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

続
い
て
こ
の
市
道
の
整
備
に
取
り
か

か
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
渡
漁

港
周
辺
地
区
の
安
全
・
安
心
で
快
適

な
生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
、
平
成

32
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
て
旧
漁
港

周
辺
の
道
路
や
多
目
的
広
場
の
整
備

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

西
工
業
団
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
年
度
か
ら
国
土
交
通
省
に

よ
る
貯
木
場
開
口
部
周
辺
の
護
岸
整

備
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
開
口

部
の
締
切
工
事
に
つ
き
ま
し
て
も
貯

木
場
所
有
者
と
の
協
議
が
お
お
む
ね

整
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度
の

着
手
に
向
け
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

港

湾

整

備

　

竹
内
南
地
区
の
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

土
交
通
省
に
お
い
て
、
海
底
の
地
盤

改
良
工
事
等
が
引
き
続
き
進
め
ら
れ
、

ま
た
、
境
港
管
理
組
合
に
お
い
て
は
、

い
よ
い
よ
旅
客
上
屋
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
完
成
を
め
ざ
し
、

圏
域
の
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
国

や
県
へ
の
要
望
活
動
な
ど
、
事
業
の

進
展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
Ｒロ

ー

ロ

ー

Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
定
期
航

路
の
開
設
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
苫
小
牧
港
と
敦
賀
港

を
結
ぶ
既
存
航
路
を
境
港
ま
で
延
伸

し
た
試
験
輸
送
が
、
今
月
か
ら
毎
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
り
、
境
港
流
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
結
果
の
検

証
と
と
も
に
定
期
航
路
化
が
検
討
さ

れ
ま
す
。

道

路

等

の

整

備

　

本
市
に
お
け
る
道
路
網
は
、
基
本

的
に
概
成
し
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
今
後
は
、
既
存
幹
線
道
路
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
路

線
等
と
な
っ
て
い
る
準
幹
線
道
路
や

狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
整
備
に
鋭
意
取

り
組
む
ほ
か
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
点
検

や
通
学
路
点
検
、
自
治
会
要
望
等
を

も
と
に
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
箇

所
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
快
適

な
市
民
生
活
の
基
盤
と
な
る
市
道
の

整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
国
道
・
県
道
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
圏
域
共
有
の

財
産
と
し
て
機
能
の
強
化
・
充
実
が

進
む
境
港
や
境
漁
港
の
さ
ら
な
る
発

展
に
不
可
欠
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
と
、
原
子
力
災
害
時
に
お
け

る
信
頼
性
の
高
い
避
難
ル
ー
ト
を
確

保
す
る
た
め
、
米
子
・
境
港
間
の
高

規
格
幹
線
道
路
や
県
道
渡
余
子
停
車

場
線
の
バ
イ
パ
ス
整
備
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

境
線
と
の
立
体
交
差
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
国
や
県
に
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

　

夕
日
ヶ
丘
団
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
定
期

借
地
権
制
度
の
利
用
や
、
大
型
商
業

施
設
の
進
出
に
よ
る
生
活
の
利
便
性

の
向
上
な
ど
を
要
因
と
し
て
、
近
年
、

民
有
地
を
含
め
た
年
間
住
宅
建
築
件

数
は
約
30
件
と
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
団
地
内
に
は
、
新
た
に
小

規
模
保
育
事
業
所
や
障
が
い
者
向
け

生
活
介
護
事
業
所
が
進
出
し
、
こ
れ

ら
に
続
く
商
業
施
設
の
誘
致
に
、
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
中
海
沿
い
で
整
備

を
行
っ
て
お
り
ま
す
親
水
護
岸
に
つ

き
ま
し
て
は
、
順
調
に
工
事
が
進
ん

で
お
り
、
本
年
夏
頃
に
は
水
辺
に
親

し
む
憩
い
の
場
が
新
た
に
誕
生
し
ま

す
。
こ
の
水
辺
空
間
と
夕
日
ヶ
丘
メ

モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、
周
辺

エ
リ
ア
が
一
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出

と
団
地
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

公

共

下

水

道

事

業

　

平
成
30
年
度
の
公
共
下
水
道
の
整

備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
道
外
港
外

江
線
で
汚
水
幹
線
を
整
備
す
る
ほ
か
、

渡
町
・
外
江
町
で
汚
水
枝
線
の
面
整

備
を
予
定
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度

末
の
公
共
下
水
道
の
普
及
率
は
約

75
％
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

下
水
道
セ
ン
タ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
存
の
汚
泥
処
理
設
備
や
沈
砂

池
設
備
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

改
築
工
事
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

港

湾

整

備

夕

日

ヶ

丘

団

地

の

市

街

化

促

進

農

業

の

振

興

公

共

下

水

道

事

業

中

海

護

岸

整

備

道

路

等

の

整

備
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市

営

住

宅

の

整

備

　

現
在
、
市
内
３
カ
所
に
点
在
し
老

朽
化
に
よ
り
新
た
な
入
居
を
停
止
し

て
い
る
長
屋
建
て
住
宅
全
84
戸
の
取

り
扱
い
を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
中
層

住
宅
の
改
修
や
建
て
替
え
な
ど
、
必

要
と
な
っ
て
い
た
市
営
住
宅
の
整
備

計
画
を
本
年
度
策
定
し
ま
し
た
。

　

進
行
す
る
人
口
減
少
や
近
年
の
民

間
賃
貸
住
宅
の
増
加
等
を
考
慮
し
て
、

将
来
的
な
管
理
戸
数
を
縮
減
し
つ
つ

も
、
低
所
得
の
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
育
て
世
代
な
ど
住
宅
確
保
が
難
し

い
世
帯
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
が
十
分
果
た
せ
る
内
容
と
す

る
基
本
的
な
整
備
方
針
を
定
め
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
老
朽
化
し
た
長
屋
建

て
住
宅
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
等
に

配
慮
し
た
平
屋
の
木
造
長
屋
建
て
住

宅
と
し
て
、
誠
道
地
区
に
集
約
し
６

棟
合
計
30
戸
で
建
て
替
え
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
に
は
実
施

設
計
に
着
手
し
ま
す
。

防

災

対

策

　

２
月
４
日
か
ら
の
断
続
的
な
降
雪

に
よ
り
、
最
大
で
64
セ
ン
チ
の
積
雪

を
記
録
し
、
ま
た
厳
し
い
低
温
状
態

が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
市
民
生
活

へ
の
影
響
や
白
ネ
ギ
の
葉
折
れ
な
ど

の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
道
の
除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、

幹
線
道
路
や
は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
の
運

行
経
路
等
、
全
体
の
約
３
分
の
１
に

あ
た
る
１
０
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
除

雪
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
路
面
に
圧

雪
が
残
る
等
の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
対
応
を
改
め
て

検
証
し
、
関
係
機
関
等
と
一
層
の
情

報
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、
効
率
的
、

効
果
的
な
対
策
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、積
雪
時
に
お
い
て
も
自
助
・

共
助
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
要
配

慮
者
宅
の
除
雪
等
も
自
主
防
災
組
織

等
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
原
子
力
災
害
対

策
と
し
て
、
島
根
原
子
力
発
電
所
で

の
事
故
に
備
え
、
公
民
館
等
の
一
時

集
結
所
に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
し

て
お
り
ま
す
が
、
加
え
て
、
緊
急
時

に
一
時
集
結
所
で
の
受
け
取
り
が
困

難
な
人
で
、
医
師
等
の
問
診
に
よ
り

事
前
配
付
す
る
こ
と
に
問
題
の
な
い

希
望
者
に
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前

配
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
利
用
し

た
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
受
信

機
を
更
新
す
る
ほ
か
、
各
種
防
災
訓

練
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
に

も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

環

境

施

策

　

市
民
の
生
活
環
境
を
保
全
し
、
快

適
な
く
ら
し
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

協
働
と
広
域
連
携
の
視
点
を
も
っ
て

ご
み
の
適
正
処
理
と
環
境
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

米
子
市
に
焼
却
を
委
託
し
て
い
る
可

燃
ご
み
な
ど
、
引
き
続
き
広
域
処
理

を
進
め
な
が
ら
、
減
量
化
や
効
率
的

な
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特

に
、
ご
み
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、

市
民
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
分
別

の
徹
底
や
資
源
化
に
力
を
入
れ
、
古

紙
や
資
源
ご
み
の
分
別
、
廃
品
回
収

は
も
と
よ
り
、
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
や
衣
類
・
布
団
類
の
固
形
燃
料

化
、
生
ご
み
や
枝
木
の
堆
肥
化
、
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
補
助
燃
料
化
な

ど
と
い
っ
た
再
資
源
化
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
循
環
型
社
会
を
め
ざ

し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り

低
減
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

海
・
宍
道
湖
一
斉
清
掃
を
は
じ
め
、

地
域
で
の
清
掃
活
動
な
ど
に
協
働
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
で
は

清
掃
が
困
難
な
側
溝
を
市
で
実
施
す

る
地
区
別
側
溝
清
掃
を
継
続
す
る
ほ

か
、
不
法
投
棄
や
環
境
問
題
な
ど
の

予
防
や
迅
速
な
対
応
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

基

地

対

策

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
で
は
、
本

年
度
末
ま
で
に
、
Ｃ

－

２
輸
送
機
が

１
機
追
加
さ
れ
合
計
５
機
と
な
り
、

さ
ら
に
大
型
輸
送
ヘ
リ
Ｃ
Ｈ

－

47
が

２
機
配
備
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
に
同
意
し
ま
し

た
、
輸
送
機
の
配
備
計
画
に
伴
う
地

域
振
興
策
の
一
環
と
し
て
、
平
成
30

年
度
か
ら
中
浜
地
区
の
集
会
所
耐
震

改
修
等
を
順
次
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
も
輸
送
機
や
大
型
輸
送
ヘ
リ

の
追
加
配
備
に
加
え
、
空
中
給
油
・

輸
送
機
の
配
備
計
画
も
控
え
る
中
で
、

基
地
や
国
に
対
し
て
、
安
全
面
の
徹

底
を
引
き
続
き
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
教
育

と

福

祉

の

充

実

学

校

教

育

の

充

実

　

学
校
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
質

の
高
い
学
校
教
育
の
推
進
」
を
目
標

と
し
て
掲
げ
、
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
道
徳
教
育
や
国
際
理
解
教
育
、

英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど

に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導

入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
準
備
を

進
め
て
い
る
第
１
中
学
校
区
に
加
え
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
第
３
中
学
校

区
で
も
準
備
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
組
織
力
を
高
め
る

研
修
や
、
教
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
応

じ
た
研
修
に
つ
い
て
、
大
学
等
の
教

育
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
も
、

国
や
県
の
方
針
を
踏
ま
え
、
学
校
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
改
善
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
10
月
に

い
た
だ
き
ま
し
た
校
区
審
議
会
の
最

終
答
申
を
踏
ま
え
、
学
校
編
成
の
具

体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
誠
道
小
学

校
を
含
め
た
第
２
中
学
校
区
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
中
に

方
針
を
固
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託

に
つ
き
ま
し
て
は
、
献
立
の
作
成
、

食
材
料
の
調
達
・
検
収
お
よ
び
食
育

指
導
と
い
っ
た
給
食
の
根
幹
に
関
わ

る
業
務
を
引
き
続
き
、
市
が
責
任
を

持
っ
て
実
施
し
た
う
え
で
、
調
理
や

洗
浄
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
、
平
成

31
年
度
を
目
途
に
民
間
委
託
へ
移
行

す
る
方
針
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

調
理
業
務
の
民
間
委
託
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
学
校
、
児
童
生
徒
と
保

護
者
へ
の
説
明
を
適
時
行
い
な
が
ら
、

計
画
的
に
導
入
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

環

境

施

策

市

営

住

宅

の

整

備

防

災

対

策

基

地

対

策

学

校

教

育

の

充

実

11　平成３０年４月



社

会

教

育

　

仮
称
・
境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
31
年
度
の
工
事
着
手
を
め
ざ
し
、

引
き
続
き
実
施
設
計
お
よ
び
管
理
運

営
計
画
の
策
定
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
か
ら
市
民
会
館

等
の
解
体
工
事
に
取
り
か
か
る
予
定

と
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
市
民
会

館
の
閉
館
に
あ
た
り
、
４
月
末
に
コ

ン
サ
ー
ト
や
写
真
展
を
開
催
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ロ
ア
チ
ア
を
拠
点
と
す
る
セ
ー

リ
ン
グ
の
レ
ー
ザ
ー
級
合
同
チ
ー
ム

が
、
平
成
31
年
度
に
美
保
湾
で
開
催

さ
れ
る
世
界
選
手
権
や
、
翌
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
キ
ャ
ン

プ
を
境
港
公
共
マ
リ
ー
ナ
で
行
う
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
５
月

頃
に
鳥
取
県
や
鳥
取
県
セ
ー
リ
ン
グ

連
盟
な
ど
と
と
も
に
、
キ
ャ
ン
プ
実

施
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
鋭
意
受
入

の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子

育

て

支

援

の

充

実

　

開
設
３
年
目
を
迎
え
る
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門

職
に
よ
る
顔
の
見
え
る
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
支
援
が
必
要
な
家
庭

を
訪
問
し
、
一
緒
に
育
児
や
家
事
を

行
い
な
が
ら
、
子
育
て
の
不
安
や
悩

み
の
解
消
を
図
る
家
庭
訪
問
型
支
援

に
新
た
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
利
用
助
成
対
象
を
、
ひ

と
り
親
世
帯
に
加
え
、
０
歳
児
の
在

宅
育
児
世
帯
に
も
拡
大
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

保
育
需
要
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る

３
歳
未
満
児
へ
の
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
保
育
士
の
確
保
や
設
備
の
充

実
等
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
本
市
福
祉
行

政
の
方
向
性
を
定
め
た
境
港
市
地
域

福
祉
計
画
や
、
障
が
い
者
施
策
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
な
ど
を
定
め
た

境
港
市
障
が
い
児
者
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、

地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
お
互
い
に
、

助
け
合
い
、
支
え
合
い
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
鳥
取

県
聴
覚
障
害
者
協
会
と
共
同
で
、
聴

覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
実
態
把
握
の

た
め
の
訪
問
調
査
を
行
い
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図
り
、
利

用
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
生
活
す

る
う
え
で
の
、
要
望
や
意
見
を
お
聞

き
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

の

充

実

　

平
成
30
年
度
か
ら
32
年
度
の
３
年

間
を
事
業
期
間
と
す
る
第
７
期
境
港

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
認
知
症
対
策
の

充
実
や
地
域
見
守
り
支
え
合
い
体
制

の
構
築
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
様
々
な
介
護

予
防
事
業
等
に
よ
り
、
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は

新
た
に
、
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加

を
基
本
と
し
た
住
民
主
体
で
取
り
組

む
介
護
予
防
の
環
境
づ
く
り
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
数
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
今
後
３
年
間
の
介
護

保
険
給
付
費
等
を
勘
案
し
、
月
額
基

準
額
を
約
２
・
４
％
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
負
担
の

増
加
と
な
り
ま
す
が
、
制
度
を
維
持

し
て
い
く
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な

も
の
と
し
て
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市

民

の

健

康

づ

く

り

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
る
将
来
の
医

療
費
や
介
護
費
用
の
抑
制
を
図
る
た

め
、
健
康
増
進
計
画
、
食
育
推
進
基

本
計
画
、
自
死
予
防
対
策
計
画
を
包

括
し
た
仮
称
・
境
港
市
健
康
づ
く
り

推
進
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
健
康
づ
く

り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
健
康
目
標
達

成
の
た
め
の
数
値
設
定
や
具
体
的
な

行
動
内
容
等
を
定
め
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
重
症
化
の
阻
止
、
介
護
予

防
等
の
様
々
な
健
康
課
題
に
対
し
て
、

行
政
と
市
民
・
事
業
者
が
連
携
し
て

取
り
組
む
事
業
な
ど
を
盛
り
込
み
、

共
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
、
将
来

に
わ
た
る
市
民
の
健
康
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。国

民

健

康

保

険

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の

責
任
主
体
と
な
り
、
保
険
税
の
算
定

方
法
が
納
付
金
方
式
に
変
わ
り
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
都
道
府
県
が
、
市

町
村
ご
と
に
医
療
費
や
所
得
水
準
等

に
応
じ
て
保
険
税
の
総
額
を
算
定
し
、

こ
の
総
額
を
も
と
に
市
町
村
が
保
険

税
を
賦
課
・
徴
収
し
て
、
都
道
府
県

に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本

市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
保
険
税

と
し
て
集
め
る
べ
き
総
額
が
、
本
年

度
の
賦
課
総
額
よ
り
増
額
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
保
険
税
の
中
の

資
産
割
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
の
制
度
改
革
に
合

わ
せ
資
産
割
廃
止
も
含
め
た
、
平
成

30
年
度
の
保
険
税
の
改
定
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問

し
、
１
月
26
日
に
答
申
を
受
け
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
協
議
会
の

答
申
に
沿
っ
て
、
平
成
30
年
度
の
保

険
税
に
お
い
て
は
、
制
度
改
革
に
伴

う
増
額
部
分
に
対
し
、
市
独
自
の
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
国
民
健
康
保
険

基
金
を
充
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賦

課
総
額
に
お
い
て
影
響
の
な
い
よ
う

に
据
え
置
く
と
と
も
に
、
賦
課
方
式

に
お
い
て
は
、
資
産
割
を
廃
止
す
る

こ
と
に
伴
い
、
所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
保
険
税
率
を
改
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理

解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

市

民

の

健

康

づ

く

り

社

会

教

育

障
が
い
者
福
祉
の
充
実

高

齢

者

福

祉

の

充

実

子

育

て

支

援

の

充

実

国

民

健

康

保

険

市報さかいみなと　12



可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

平

成

30

年

度

予

算

　

予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
が
１
５

８
億
８
千
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

０
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
を
含
め
ま
し
た

全
会
計
で
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・

５
％
減
の
２
６
７
億
８
１
２
８
万
７

千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
概
要
に
つ
い
て
は
、
別
冊
「
境
港

市
の
予
算
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平

成

29

年

度

予

算

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

《
歳　

出
》

【
議
会
費
】

　

こ
の
度
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

に
よ
り
、
新
た
に
議
員
が
選
出
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
議
員
報
酬
９
万
円
余

を
増
額
。

【
総
務
費
】

　

早
期
退
職
者
に
対
す
る
退
職
手
当

３
０
９
９
万
円
余
、
原
子
力
防
災
対

策
基
金
へ
の
積
立
金
４
０
０
０
万
円
、

生
活
保
護
費
な
ど
平
成
28
年
度
に
国

・
県
か
ら
受
け
た
負
担
金
や
補
助
金

の
精
算
に
伴
う
返
還
金
７
３
２
５
万

円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
民
生
費
】

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴
う

障
が
い
児
通
所
支
援
費
３
９
５
４
万

円
余
、
小
規
模
保
育
施
設
の
新
規
開

設
お
よ
び
保
育
士
の
処
遇
改
善
等
に

伴
う
私
立
保
育
所
運
営
費
１
２
５
２

万
円
余
、
わ
た
り
保
育
園
の
下
水
道

接
続
経
費
な
ら
び
に
わ
た
り
お
よ
び

あ
が
り
み
ち
保
育
園
の
３
歳
未
満
児

用
ト
イ
レ
の
整
備
費
３
１
９
２
万
円

余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

【
衛
生
費
】

　

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の

増
加
に
伴
う
予
防
接
種
委
託
料

２
５
０
万
円
、
が
ん
検
診
の
受
診

者
の
増
加
に
伴
う
検
診
委
託
料

２
７
７
万
円
余
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
増

額
す
る
一
方
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
選
別

処
理
施
設
建
設
工
事
の
延
伸
に
伴
い
、

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ

の
負
担
金
１
０
７
３
万
円
余
な
ど
を

減
額
。

【
農
林
水
産
業
費
】

　

沿
岸
漁
業
の
新
規
就
業
者
に
対
し
、

漁
船
等
の
リ
ー
ス
を
行
う
漁
協
へ
の

補
助
金
を
新
年
度
に
先
送
り
す
る
た

め
１
６
６
６
万
円
余
を
減
額
。

【
土
木
費
】

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
補
償
費

２
９
８
万
円
余
、
燃
油
価
格
の
高
騰

な
ど
に
よ
る
さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

の
燃
料
費
等
２
３
５
万
円
余
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
一
方
、
下
水
道
事
業

費
特
別
会
計
繰
出
金
80
万
円
を
減
額
。

【
消
防
費
】

　

退
職
積
立
金
の
増
額
等
に
伴
い
、

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
へ

の
負
担
金
８
８
６
万
円
を
増
額
。

【
教
育
費
】

　

燃
油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
る

小
・
中
学
校
の
燃
料
費
等
１
６
１
３

万
円
、
人
員
配
置
の
見
直
し
に
伴
う

体
育
施
設
管
理
委
託
料
１
２
４
万
円

余
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
。

《
歳　

入
》

　

歳
出
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
を
増

額
す
る
ほ
か
、
財
源
と
し
て
、
市
税

お
よ
び
基
金
繰
入
金
、
市
債
な
ど
を

増
額
。

　

以
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
２
５
１
４
万
１
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
７
４
億
３
６
８

７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

《
繰
越
明
許
費
》

　

工
期
の
関
係
な
ど
に
よ
り
年
度
内

に
事
業
の
完
了
が
困
難
で
あ
る
公
立

保
育
所
環
境
整
備
事
業
な
ど
７
事
業

に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
、

翌
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
費
特
別
会
計
補
正

予
算

　

国
民
健
康
保
険
基
金
積
立
金

１
億
６
２
７
８
万
円
余
、
平
成
28
年

度
に
概
算
払
い
を
受
け
て
お
り
ま
し

た
、
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
の
精
算

に
伴
う
返
還
金
等
８
７
７
１
万
円
余

を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
、
予
算
総
額
を

49
億
７
２
４
１
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。

平

成

30

年

度

予

算

３月定例市議会報告

平

成

29

年

度

予

算
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■
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予

算
　

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
の
損

失
補
償
金
62
万
円
余
を
増
額
す
る
一

方
、
下
水
道
建
設
費
に
お
い
て
、
国

か
ら
の
交
付
金
の
減
額
等
に
伴
い
、

各
事
業
費
を
組
み
替
え
、
下
水
道
建

設
費
総
額
で
３
９
４
０
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
を
25
億
９
９
４
０
万

４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
工
期
の
関
係
な
ど
に
よ

り
、
年
度
内
に
事
業
の
完
了
が
困
難

で
あ
る
下
水
道
管
渠き
ょ

事
業
な
ど
４
事

業
に
つ
い
て
、
繰
越
明
許
費
を
設
定

し
、
翌
年
度
に
予
算
を
繰
り
越
し
ま

し
た
。

■
介
護
保
険
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
積
立
金

２
３
１
５
万
円
余
、
平
成
28
年
度
に

概
算
払
い
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
、

国
・
県
か
ら
の
交
付
金
の
精
算
に
伴

う
返
還
金
７
１
４
８
万
円
余
を
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
９
４
８
８
万
２
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
38
億
６
４
５
８
万

円
と
し
ま
し
た
。

条

例

等

■
境
港
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
、
退
職
手
当

の
支
給
割
合
に
乗
じ
る
調
整
率
を
引

き
下
げ
ま
し
た
。

■
境
港
市
集
落
営
農
活
性
化
基
金
条

例
の
廃
止

　

平
成
５
年
か
ら
運
用
し
て
ま
い
り

ま
し
た
集
落
営
農
活
性
化
基
金
を
、

本
年
度
末
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事

業
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

被
災
者
住
宅
再
建
等
支
援
金
の
支

給
対
象
を
追
加
す
る
ほ
か
、
軽
微
な

被
害
に
対
す
る
被
災
者
住
宅
修
繕
促

進
支
援
金
を
新
設
し
、
支
援
を
拡
充

す
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に
お

け
る
資
産
割
額
を
廃
止
す
る
ほ
か
、

所
得
割
、
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
の

税
率
を
平
成
30
年
度
か
ら
改
定
し
ま

し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　

新
た
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
が
、
県
に
も
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
現
在
市
で
設
置
し
て
い
る
同

運
営
協
議
会
と
区
別
す
る
た
め
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
国
民
健
康
保
険
基
金
条
例

の
一
部
改
正

　

こ
れ
ま
で
保
険
給
付
に
限
定
し
て

い
た
、
基
金
の
処
分
要
件
を
、
県
へ

の
納
付
金
等
の
財
源
に
充
当
で
き
る

よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部

改
正

　

渡
児
童
ク
ラ
ブ
お
よ
び
中
浜
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
学

年
を
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
改
正

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
指

定
管
理
期
間
３
年
を
、
平
成
31
年
度

か
ら
５
年
に
延
長
し
ま
し
た
。

■
境
港
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
　

第
７
期
と
な
る
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
こ
の
期
間
の
給
付
費
の
見

込
み
を
基
に
、
保
険
料
率
を
定
め
る

等
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

■
境
港
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
指
定
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
権

限
が
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定
に
関
す

る
基
準
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

■
境
港
市
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
伴
い
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
を
新
た
に
設
置
し
、
農
業
委

員
会
の
委
員
お
よ
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
定
数
等
を
定
め
ま
し

た
。

■
境
港
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

都
市
公
園
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
運
動
施
設
の
公
園
敷
地
面

積
に
占
め
る
割
合
の
上
限
を
定
め
ま

し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
に
池
淵
美
津
子
さ

ん
を
推
薦

■
監
査
委
員
に
松
本
熙
ひ
ろ
し

さ
ん
を
選
任

専
決
処
分
の
承
認

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

魚
と
鬼
太
郎
の
ま
ち
境
港
ふ
る

さ
と
基
金
積
立
金
１
億
４
０
０
万

円
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
額
の
増
加

に
伴
う
寄
附
を
頂
い
た
人
へ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
費
用
等
５
７
４
８
万
円
余
を

そ
れ
ぞ
れ
増
額
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
財
源
と
し
て
、
寄
附
金
お
よ
び
基

金
繰
入
金
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
７
０
億
７
２
１
５
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

２
月
４
日
か
ら
の
積
雪
の
対
応
と

し
て
行
っ
た
、
市
道
等
の
除
雪
経
費

３
９
５
８
万
１
千
円
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
基
金

繰
入
金
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
７
１
億
１
１
７
３
万
７
千
円
と
し

ま
し
た
。

■
駐
車
場
費
特
別
会
計
補
正
予
算

　

２
月
４
日
か
ら
の
積
雪
の
対
応

と
し
て
行
っ
た
、
市
営
駐
車
場
の

除
雪
経
費
１
３
０
万
円
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
財
源
と
し
て
、

使
用
料
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
７
５
５
４
万
８
千
円
と
し
ま
し

た
。

陳
情
の
審
議
結
果

■
不
採
択

◇
子
ど
も
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

　

た
め
の
設
備
改
善
に
関
す
る
陳
情

◇
医
療
機
関
の
診
療
録
開
示
請
求
手

　

数
料
に
係
る
指
針
に
つ
い
て
の
陳

　

情
◇
境
港
市
議
会
常
任
委
員
会
・
会
議

　

録
等
の
ネ
ッ
ト
放
映
・
閲
覧
に
つ

　

い
て
の
陳
情

◇
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
を
引
き

　

上
げ
な
い
よ
う
求
め
る
陳
情

◇
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
中
止
に

　

つ
い
て
国
へ
「
意
見
書
」
提
出
を

　

求
め
る
陳
情

条

例

等
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委　員　会　名 定　数 正副委員長 委　　　　　　員

常　

任

総 務 民 教 委 員 会 ８
正：森岡　俊夫
副：景山　　憲

柊　　康弘　　岡空　研二　　荒井　秀行
濵田　佳尚　　長尾　達也　　田口　俊介

経 済 厚 生 委 員 会 ８
正：佐名木知信
副：安田　共子

平松　謙治　　米村　一三　　築谷　敏雄
永井　　章　　足田　法行　　松本　　熙

予 算 委 員 会 １６
正：森岡　俊夫
副：佐名木知信

柊　　康弘　　平松　謙治　　米村　一三
岡空　研二　　荒井　秀行　　築谷　敏雄
濵田　佳尚　　永井　　章　　安田　共子
長尾　達也　　田口　俊介　　足田　法行
松本　　熙　　景山　　憲

議 会 運 営 委 員 会 ８
正：田口　俊介
副：濵田　佳尚

米村　一三　　岡空　研二　　森岡　俊夫
佐名木知信　　安田　共子　　景山　　憲

特　
　

別

災 害 対 策 調 査
特 別 委 員 会

８
正：岡空　研二
副：足田　法行

平松　謙治　　森岡　俊夫　　築谷　敏雄
永井　　章　　長尾　達也　　松本　　熙

基地・空港港湾問題
調 査 特 別 委 員 会

８
正：永井　　章
副：荒井　秀行

平松　謙治　　米村　一三　　佐名木知信
安田　共子　　足田　法行　　景山　　憲

議 会 改 革 推 進
特 別 委 員 会

８
正：築谷　敏雄
副：米村　一三

柊　　康弘　　佐名木知信　　濵田　佳尚
長尾　達也　　田口　俊介　　松本　　熙

柊　康弘　議員

市
議
会
議
長
・
副
議
長

　

各
委
員
会
構
成

　
　

が
決
ま
り
ま
し
た

【
議　

長
】

平松　謙治　議員

【
副 

議 

長
】

【常任・特別委員会名簿】

３月定例市議会報告

市町村 負担金

境港市 6億 0,692 万円

米子市 27 億 4,607 万円

日吉津村 1億 1,327 万円

大山町 4億 5,595 万円

南部町 3億 1,101 万円

伯耆町 3億 2,321 万円

日南町 1億 6,571 万円

日野町 1億 1,954 万円

江府町 1億 693 万円

分担金および負担金
49 億 4,860 万円 (84.6%)
うち市町村負担金

繰入金
3 億 6,085 万円
(6.2%)

組合債
3 億 1,320 万円
(5.3%)

国・県支出金
4,800 万円
(0.8%)

使用料および手数料
3,952 万円 (0.7%)

諸収入ほか
1 億 3,841 万円
(2.4%)

消防費
37 億 3,660 万円
(64.6%)

衛生費
12 億 8,158 万円
(22.1%)

公債費
5 億 184 万円
(8.7%)

総務費
1 億 9,387 万円
(3.3%)

民生費・教育費ほか
7,329 万円 (1.3%)

歳 入歳 入 歳 出歳 出
58億 4,858万円58億 4,858万円 57億 8,718万円57億 8,718万円

　平成２８年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が５８億４，８５８万円、歳出
総額が５７億８，７１８万円となり、歳入から歳出を差し引いた６，１４０万円は翌年度に繰り越しました。

平成２８年度鳥取県西部広域行政管理組合
一般会計　決算の概要

▼問い合わせ先
　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課
　　　　　　　　　　　（☎２２－７７３２）

※表中の決算額は、万単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

《
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ

（
上
道
公
民
館
）》

【
団
体
紹
介
】

　

ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
20
年
以
上
、
継

続
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
齢
も
60
代
か

ら
80
代
と
幅
広
く
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き

な
が
ら
「
楽
し
く
活
動
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
女
性
陣
は

よ
く
し
ゃ
べ
り
・
よ
く
笑
い
と
「
平
ピ
ョ
ン

昌
チ
ャ
ン

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
カ
ー
リ
ン
グ
女
子
・

日
本
代
表
」
と
大
変
よ
く
似
て
い
ま
す
。
男

性
陣
は
真
似
で
き
ま
せ
ん
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

基
本
的
に
年
間
を
通
し
て
、
火
曜
日
と
金

曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
に
上
道

公
民
館
で
、
相
手
を
変
え
な
が
ら
ダ
ブ
ル
ス

で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
年
間
行
事
で
は
、
１
月
に
新
年

会
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
く
行
っ
て

い
ま
す
。
表
彰
状
あ
り
、
賞
品
あ
り
で
す
の

で
、
真
剣
勝
負
で
す
。
ま
た
、
４
月
・
10
月

に
は
籐
手
芸
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
違
っ
た
顔
ぶ
れ
で
の
行
事

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

メ
ン
バ
ー
が
16
人
、
卓
球
台
が
３
台
し
か

入
ら
ず
、
狭
い
の
が
頭
痛
の
種
。
し
か
し
、

楽
し
い
メ
ン
バ
ー
で
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
一
緒
に
卓

球
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
公
民
館
と
の
交
流
が
あ
れ

ば
い
い
ね
、
と
の
声
も
出
て
お
り
、
交
流
で

き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

代
表
・
鈴
木
祥よ

し

三み

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
０
８
４
）

水木しげる生誕祭 開催
　水木しげる先生の生誕９６年をお祝いする「水木しげる生誕祭」が、３月３日（土）に文化ホールやＪＲ境港

駅前公園などで開催され、会場には多くの鬼太郎ファンが集まりました。

　グランドオープニングセレモニーのバルーンリリースでスタートし、文化ホールでは、声優の野沢雅子さんと

古川登志夫さんらによるトークショーのほか、クイズ大会などで盛大に水木先生の誕生日を祝いました。

　ＪＲ境港駅前公園の周辺では、新たな鬼太郎列車・ねこ娘列車のお披露目や、境港の食材を使用した食べ物が

並ぶゲゲゲ食堂などが開催されました。

水木しげる記念館 開館１５周年

　水木しげる記念館は、平成１５年３月８日の水木しげる先生の誕生日に

開館し、今年で開館１５周年を迎えました。

　３月８日（木）に行われた記念セレモニーでは、先着千人に記念チケッ

トが配られたほか、１５周年を記念した横断幕が披露されました。

　この横断幕は、水木しげる記念館前に今後１年間展示される予定です。
©水木プロ
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 美保湾の魅力を世界へ発信
　レーザー級世界選手権大会ロゴマークが決定

　平成３１年の夏に美保湾で開催される、レーザー級世界

選手権大会（セーリング競技）のロゴマーク募集に、全国

から３０１点の応募が寄せられました。審査の結果、丸田

杏
きょう

さん（大阪府）の作品が選ばれ、２月２４日（土）に表

彰式が行われました。

　丸田さんは美保湾でのセーリング経験があることから、

美保湾で感じた海・山の素晴らしさ、競技で得た感動など

を作品に込めておられ、

審査員からは、ヨット

が美保湾を帆走してい

る姿を墨で筆書きした

かのように躍動的に表

現していることが評価

されました。

　今回決まったロゴマ

ークは、大会ポスター

やホームページなど、

大会のＰＲなどに活用

していく予定です。

 １票の大切さを学ぶ
　境港総合技術高校の授業で模擬投票

　選挙や政治参加の重要性について学び、自覚を持っても

らうため、３月１４日（水）に境港総合技術高校で選挙出

前講座が行われました。

　この日は２年生約１６０人が授業に参加し、選挙講座の

ほか、昨年行われた第４８回衆議院議員選挙（比例代表）

を題材に、模擬投票で実際の投票の流れを体験しました。

　自分たちがこれから持つことになる１票の大切さについ

て、生徒たちは真剣に学んでいました。　

～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

皆さんのグループの活動を市報で
　　　　　　　　　紹介してみませんか？

　市報さかいみなとでは、皆さんのグループ活動を広く市民に知っていただくため、市内で活動されて

いるグループを毎月紹介しています。

　芸術、スポーツ、ボランティア、健康運動など、市内で活動されているグループ・サークルはもちろん、

各地区の公民館を会場に自主的に活動されている皆さんも大歓迎です！

　開催予定のイベント告知、新しいメンバー・仲間の募集など、案内も兼ねてグループの活動を紹介し

ていただいてもかまいません。また、活動風景の取材・撮影にも伺いますので、お気軽にお問い合わせ

ください。皆さんのご応募お待ちしています。

、

し

せ

▼申し込み・問い合わせ先
　地域振興課広報情報係
　　☎４７－１０１０

　 　 Mail chiikishinkou@city.sakaimianto.lg.jp

17　平成３０年４月



情報あらかると

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

み～なちゃん

境港警察署（☎ 44 － 0110）

平成３０年度警察官Ａ採用試験

　

江
戸
時
代
か
ら
交
易
に
よ
り
港
町
と
し

て
発
展
し
て
き
た
境
港
。
明
治
初
期
、
重

要
性
を
増
し
て
き
た
気
象
観
測
の
要
と
し

て
、
函
館
・
東
京
に
つ
い
で
、
山
陰
で
は

最
初
に
内
務
省
地
理
局
の
直
轄
測
候
所
が

境
町
大
字
西
花
屋
敷
（
現
・
入
船
町
）
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
有
志
（
足
立
文

太
郎
、
面
谷
与
九
郎
、
武
良
惣
平
氏
な
ど
）

の
協
力
の
も
と
完
成
し
、
明
治
16
年
１
月

か
ら
気
象
観
測
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
設
備
は
、
寒
暖
計
、
雨
量
計
、

風
力
計
な
ど
簡
素
な
も
の
で
し
た
が
、
地

元
境
町
を
は
じ
め
山
陰
の
人
々
に
は
と
て

も
期
待
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
施
設
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
26
年
に
浜
田
測
候
所
が
、

昭
和
に
入
り
、
西
郷
・
松
江
・
米
子
・
鳥

取
と
相
次
い
で
測
候
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。

 　

明
治
31
年
１
月
に
東
本
町
に
新
庁
舎
が

完
成
し
、
新
し
い
機
器
も
導
入
さ
れ
、
明

治
33
年
９
月
に
は
、
台
風
の
接
近
に
備
え

て
、
初
の
暴
風
雨
警
報
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
、
漁
船
の
安
全
操
業
と
海
難

防
止
の
た
め
境
漁
業
無
線
局
へ
漁
業
気
象

通
報
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
２
月
、
地
上
気
象
観
測
装
置

を
設
置
。
同
３
月
に
は
特
別
地
域
気
象
観

測
所
に
移
行
（
無
人
化
）
と
な
り
、「
境

測
候
所
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み
」
も
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
と
役
割
、
ま
た
、

父
祖
３
代
に
渡
り
、
境
測
候
所
に
勤
務
さ

れ
た
人
な
ど
関
係
者
の
苦
労
や
思
い
が
多

数
綴
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
は
低
温
が
続
き
、
本
市
で
氷

点
下
８
度
１
分
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
観
測
史
上
３
番
目
の
低
さ
で
し
た
。

明
治
37
年
の
氷
点
下
９
度
７
分
が
最
も
低

か
っ
た
記
録
で
す
が
、
こ
れ
も
歴
史
あ
る

境
測
候
所
だ
か
ら
こ
そ
、
古
い
観
測
記
録

も
残
っ
て
い
た
の
で
す
ね
。

（
参
考
）「
境
測
候
所
１
２
０
年
の
あ
ゆ
み
」

「
境
港
市
史
」

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
９９
））　　

〜
港
と
気
象
観
測
「
境
測
候
所
」

〜
港
と
気
象
観
測
「
境
測
候
所
」
〜〜

明治３１年の新庁舎

境測候所の庁舎（昭和３６年頃）

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　災害時には、市から防災行政無線、市ホームページの

ほか、さまざまな方法で情報を配信します。正確な情報

を確実に受け取るため、複数の情報入手方法を確保して

おきましょう。

　今回は、「あんしんトリピーメール」「テレフォンサー

ビス（フリーダイヤル）」について紹介します。

【あんしんトリピーメール】

　県内の防災情報等が携帯電話やスマートフォンなどに

電子メールで送信されます。市からも防災行政無線の放

送内容を配信しています（公民館、集会所放送除く）。

▼必要な情報が選べます

　◇気象情報　◇地震情報　◇津波情報

　◇災害情報　◇公共交通情報　◇防犯情報　など
▼事前の登録が必要です

①e-tottori-safe@xpressmail.jpに電子メールを送信

②返信された電子メールを開いてインターネットに接続

③必要事項にチェックし「次へ」をクリック

④全項目の入力を終えたら「確認」をクリック

⑤登録内容を確認し「登録」で登録完了

【テレフォンサービス（フリーダイヤル）】

　防災行政無線の放送が聞き取りにくい場合は、（☎

０１２０－４４５－０４０）に電話すると、最新６件の

放送を聞くことができます（公民館、集会所放送含む）。

25日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

正確な情報を受け取ろう

みなとくん

　平成３１年度採用の警察官採用試験を下記のとおり実

施します。詳しくは、受験案内などをご覧いただくか、

お問い合わせください。

▼受験資格

①昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法

　による大学（短期大学を除く）を卒業した人または、

　平成３１年３月３１日までに卒業見込みの人

②武道区分を受験される人は、上記①のほかに、柔道ま

　たは剣道の所定の段位を有していること

▼受付期間

　４月６日（金）～２３日（月）

　※当日消印有効

▼第１次試験日　５月１３日（日）

▼その他

　受験案内は警察本部または各警察署（交番・駐在所）

などで配布しています。また、鳥取県警ホームページか

ら受験申込書を印刷して申し込むこともできます。

▼採用案内フリーダイヤル

　☎０１２０－０２２－７１２

▼鳥取県警察本部ホームページアドレス

　http://www.pref.tottori.lg.jp/police/
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情報あらかると

【事例】

　知人に誘われ、日用品が安く販売されているという空

き店舗に出かけた。会場では健康に良い話が聞けるし、

販売員も親身に相談にのってくれるので、行くのが楽し

みになった。通ううちに高額な健康器具や健康食品を勧

められ、断りきれずに購入してしまった。

【催眠商法の問題点】

◇日用品や食品をただ同然で配り、空き店舗などを会場

　にして人を集め、雰囲気を盛り上げながら正常な判断

　ができない状態にし、高額な商品を販売する商法です。

◇これまでの催眠商法は、短期間で会場を転々とするケ

　ースが多かったのですが、最近は数カ月の長期にわた

　って会場を設置し、来場者を引きつける演出で通わせ、

　販売員と親しくなったところで高額な商品を次々と販

　売するケースがみられるようになりました。

【アドバイス】

◇ただ同然で商品をもらえるという誘いにのって、安易

　に会場に行かないことが第一です。

◇会場に通うことで販売員との関係が築かれ、「断るの

　は申し訳ない」という感覚にさせられ、次々と商品を

　購入してしまう可能性もあります。

◇勧誘されてもその場で契約しないこと。必要なければ

　きっぱりと断りましょう。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

次々に高額商品を勧める催眠商法

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

191消費生活相談室です消費生活相談室です
地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 176

一人ひとりを大切にした
人権が尊重されるまちづくりに向けて

　「人権」とは、あなたも、私も、「すべての人間が人

間らしく、幸せを求めて生きることのできる、生まれ

ながらにしてもっている権利」です。

　市では、「一人ひとりを大切にした人権が尊重され

るまちづくり」を推進しています。その実現には、市

民一人ひとりが、「人権尊重のまちづくりの担い手」

として、さまざまな人権課題について主体的に学び、

日々の生活の中での判断・行動の基礎となる感覚（人

権感覚）を常に磨いていくことが大切です。

　今年度も、「人権学習講座」を予定しています。

▼主な予定

◇春の人権学習講座

◇人権学習地区巡回講座　

◇夏の人権学習講座　

◇人権ふれあいフェスティバル　

◇冬の人権学習講座　

※詳しい日程や内容が決まりましたら、市報、市ホー

　ムページなどでお知らせします。

[人権イメージキャラクター]
　　 人ＫＥＮまもる君　　　　  人ＫＥＮあゆみちゃん

　予防接種法で接種勧奨されている子どもの予防接種

は、９種類２５回分あります。生後２カ月から始まり、

１３歳までに接種しますが、医療機関で個別に申し込

む必要があるため、忘れてしまう人もあるようです。

　ワクチンで予防可能な感染症は、重症化すると、障

がいがあらわれたり、命にかかわることもあります。

　ワクチンごとに決められた接種期間を過ぎた場合は、

有料となりますので、忘れないように、適切な時期に

かかりつけ医と相談のうえ、接種してください。

　２歳までは、短期間に多くのワクチンが接種勧奨さ

れているため、接種漏れは少ないのですが、５歳（年

長児）、９歳（小学４年生）、１１歳（小学６年生）か

ら接種が始まるものに気づかない人が比較的多い傾向

ですので、母子健康手帳で確認してください。

　なお、市では、予防接種や子育て情報などのお知ら

せが届く「母子健康手帳アプリ」を提供しています。

詳しくは市ホームページをご覧ください。

　また、接種順などご不明な点は、かかりつけ医や市

役所にご相談ください。転入時や予診票の再交付につ

いては、母子健康手帳を持参のうえ、健康推進課へお

越しください。　

▼問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）

保健師の
　ちょっと一言

お子さんの予防接種はお済みですか？

19　平成３０年４月
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有　

料　

広　

告

市

長

と

語

る

会

　

境
港
市
自
治
連
合
会
で
は
、
市
内

の
各
公
民
館
で
市
長
と
語
る
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

市
政
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

で
す
の
で
、お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
お
住
ま
い
の
地
区
の
会
場
に
お
出

　

か
け
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
自

治
防
災
課
内
）（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

閉

庁

日

の

変

更

　

境
港
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
閉
庁
日
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
土
曜
日
も
開
庁
し
て
い
ま

す
が
、
６
月
よ
り
、
土
曜
日
を
閉
庁

し
ま
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
が
閉

　

庁
日
と
な
り
ま
す
。（
市
役
所
の

　

閉
庁
日
と
同
じ
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

自
身
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
お
よ
び
課
税
明
細
書
は

５
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
縦
覧
場
所　

税
務
課
窓
口

▼
縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理

　

人
の
印
章

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
支
度
金

▼
対
象
者

　

次
の
①
〜
③
を
全
て
満
た
す
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
市
内
在
住
者

②
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

　

児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
ひ　

　

と
り
親
（
市
内
在
住
で
あ
れ
ば
、

　

米
子
北
斗
中
学
校
、
県
立
養
護
学

　

校
小
・
中
学
部
、
皆
生
養
護
学
校

　

小
・
中
学
部
に
入
学
す
る
児
童
・

　

生
徒
を
養
育
し
て
い
る
人
も
対

　

象
）

③
平
成
28
年
分
の
所
得
税
（
年
少
扶

　

養
控
除
分
を
考
慮
し
た
額
）
が
非

　

課
税
の
人
（
た
だ
し
生
活
保
護
法

　

に
よ
る
教
育
扶
助
の
対
象
者
は
除

　

く
）

▼
支
給
額

　

児
童
１
人
に
つ
き　

１
万
円

▼
申
請
方
法

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市

　

内
の
各
小
・
中
学
校
で
も
配
布
し

　

ま
す
。

※
申
請
は
各
学
校
で
は
受
け
付
け
ま

　

せ
ん
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
ひ
と
り
親
家
庭
を
証
明
す
る
も
の

　
（
児
童
扶
養
手
当
証
書
な
ど
）

◇
印
章

◇
振
込
先
の
わ
か
る
も
の
（
銀
行
通

　

帳
）

※
平
成
29
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

　

し
た
人
は
、
平
成
28
年
分
の
所
得

　

の
分
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど
が
必

　

要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限　

４
月
27
日
（
金
）

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

▼
対　

象

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
、

祖
父
母
な
ど
で
18
歳
ま
で
（
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
）
の
子
ど
も
を

養
育
す
る
人

▼
手
当
額
（
全
部
支
給
の
と
き
の
月
額
）

◇
児
童
１
人
目　
　

４
２
５
０
０
円

◇
児
童
２
人
目　
　

１
０
０
４
０
円

◇
児
童
３
人
目
以
降　

６
０
２
０
円

※
所
得
等
の
制
限
が
あ
り
、
支
給
さ

　

れ
な
い
場
合
や
減
額
さ
れ
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書

◇
住
民
票
（
世
帯
全
員
）
の
写
し

◇
印
章　

な
ど

※
支
給
条
件
に
応
じ
て
他
に
書
類
が

　

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
７
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

地 区 日 に ち 開始時間 場 　 所

上 道 4月 23 日（月） 午後７時半 上 道 公 民 館

境 4月 25 日（水） 午後７時 境 公 民 館

中 浜 4月 27 日（金） 午後７時半 中 浜 公 民 館

渡 5月 17 日（木） 午後７時半 渡 公 民 館

誠 道 5月 21 日（月） 午後７時半 誠 道 公 民 館

外 江 5月 25 日（金） 午後７時半 外 江 公 民 館

余 子 6月  1 日（金） 午後７時半 余 子 公 民 館
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▼
運
動
期
間

　

４
月
６
日
（
金
）
〜
15
日
（
日
）

▼
鳥
取
県
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

つ
く
ろ
う
よ

　
　
　
　

事
故
な
し
笑
顔
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
県

▼
鳥
取
県
の
運
動
重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

　

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

　

故
防
止

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◇
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

　

用
の
徹
底

◇
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
ポ
イ
ン
ト

　

春
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
は
、
通
学
路
や
生
活
道
路
、

横
断
歩
道
付
近
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
し
、
新
入
学
児
童
等
に
配
慮
し
た

思
い
や
り
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等

購

入

費

の

補

助

▼
対　

象

　

市
内
に
居
住
す
る
６
歳
未
満
児
を

養
育
し
て
い
る
保
護
者

※
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
回
限
り

▼
補
助
金
額

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
購
入
費
用

の
２
分
の
１
（
５
千
円
を
上
限
）

▼
申
請
方
法

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
を
購
入
後
、

１
年
以
内
に
自
治
防
災
課
の
窓
口
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
領
収
書
（
申
請
者
、
金
額
、
品
名
、　

　

日
付
、
販
売
店
名
の
記
載
の
あ
る

　

も
の
）

◇
印
章

◇
申
請
者
の
通
帳
（
補
助
金
の
振
込

　

先
が
わ
か
る
も
の
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

エ

ア

バ

ッ

グ

の

リ
コ
ー
ル
未
改
修
車

　

自
動
車
の
タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ

リ
コ
ー
ル
未
改
修
車
は
、
５
月
か
ら

車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

未
改
修
の
場
合
は
、
早
急
に
リ

コ
ー
ル
作
業
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省
タ
カ
タ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
03
‐
５
５
３
９
‐
０
４
５
２
）

運
転
免
許
の
自
主
返
納

に

対

す

る

支

援

▼
対　

象

　

有
効
期
限
の
あ
る
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
た
市
民

▼
支
援
内
容

　

は
ま
る
ー
ぷ
バ
ス
回
数
乗
車
券
２

冊
（
１
冊
60
枚
綴
り
）
を
１
回
交
付

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

◇
警
察
署
（
免
許
セ
ン
タ
ー
）
に
お

　

い
て
自
主
返
納
し
た
と
き
に
交
付

　

さ
れ
る
、「
申
請
に
よ
る
運
転
免

　

許
の
取
消
通
知
書
」
の
写
し
、
ま

　

た
は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」
の

　

写
し

◇
印
章

▼
申
請
期
間

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

通
知
書
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
取
消

日
、
ま
た
は
、「
運
転
免
許
経
歴
書
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
交
付
日
の
い
ず

れ
か
の
日
か
ら
60
日
以
内

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
に
通
院
や
外
出
等
に
タ

ク
シ
ー
を
利
用
す
る
際
の
チ
ケ
ッ
ト

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

次
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、

申
請
日
の
属
す
る
年
度
（
申
請
を
行

う
月
が
４
月
か
ら
６
月
の
場
合
、
前

年
度
）
の
市
民
税
が
非
課
税
の
人

◇
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

◇
療
育
手
帳
Ａ

▼
交
付
枚
数　

１
カ
月
４
枚

※
年
間
48
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳

◇
印
章

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

高
齢
者
実
態
調
査
・
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
登
録
調
査

　

市
で
は
毎
年
４
月
か
ら
５
月
に
か

け
、
高
齢
者
の
実
態
調
査
お
よ
び
災

害
時
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に

登
録
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
対 

象

◇
65
歳
以
上
の
１
人
世
帯

◇
80
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯

▼
内　

容

　

民
生
委
員
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る

ご
家
庭
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や

健
康
状
態
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

有　

料　

広　

告

種 別 ほ　装 建　築 電　気

工 事 名
庁舎駐車場整備工事
（第１・第６）

庁舎車庫新設工事
（第１駐車場）

水木しげるロードリニューアル事業
照明施設等設置工事（その４）

Ｄ２工区

入 札 日 2 月 9 日 2 月 9日 2月 9日

予定価格 10,675 千円 10,260 千円 39,790 千円

落 札 額 10,368 千円 9,990 千円 39,744 千円

落 札 率 97.1% 97.4% 99.9%

落 札 者
美保テクノス㈱
境港営業所

三協建設㈱ ㈱中電工境出張所

21　平成３０年４月
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高
齢
者
へ
の
助
成
制
度

【
軽
度
生
活
援
助
費
】

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
在
宅
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
、
左
表
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
年
間

16
時
間
を
上
限
に
、
利
用
料
の
５
割

を
援
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

◇
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

◇
70
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
人

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
中
ま
た
は
、　

　

入
院
中
の
期
間
は
対
象
外
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の　

印
章

※
申
請
書
は
長
寿
社
会
課
窓
口
に
あ

　

り
ま
す
。
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
申

　

請
も
で
き
ま
す
。

【
は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
】

▼
対　

象

　

70
歳
以
上
で
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人

▼
助
成
額

　

利
用
１
回
に
つ
き
９
０
０
円
の
助

成
券
を
申
請
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

の
月
数
分
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
介
護
保
険
証

◇
印
章

【
在
宅
老
人
介
護
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　

紙
お
む
つ
代
】

　

お
む
つ
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
市
内
の
取
扱
店
、
薬
店
な
ど
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

　

在
宅
で
65
歳
以
上
の
常
時
お
む
つ

が
必
要
な
人
を
介
護
し
て
い
る
人
で
、

お
む
つ
使
用
者
、
介
護
者
が
共
に
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
人

▼
助
成
額
（
月
額
）　

１
２
０
０
円

※
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た
は
、

　

５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
を
介

　

護
し
て
い
る
人
は
、
月
額
６
２
５

　

０
円
分
を
交
付
し
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
介
護
保
険
証

◇
介
護
者
の
印
章

【
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
制
度
】

　

60
歳
以
上
の
人
の
た
め
に
部
屋
や

浴
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
増
改
築
（
新

築
は
除
く
）
を
す
る
同
居
親
族
の
人

に
対
す
る
貸
付
制
度
で
す
。

▼
貸
付
条
件

◇
元
利
金
の
償
還
が
確
実
な
人
（
市

　

民
税
所
得
割
が
課
税
の
人
）

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
整
備
す
る
住
宅
が
、
借
受
人
の
所 

　

有
で
あ
る
こ
と

◇
申
請
以
前
の
着
工
で
な
い
こ
と

◇
工
事
が
確
実
に
年
度
内
に
完
了
す

　

る
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ
る
こ
と

※
連
帯
保
証
人
も
市
民
税
所
得
割
が

　

課
税
で
、
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ

　

と
。

※
借
受
人
と
同
一
生
計
に
あ
る
人
は
、

　

連
帯
保
証
人
に
な
れ
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
限

　

来
年
１
月
31
日
（
木
）

▼
貸
付
限
度
額　

２
５
０
万
円

▼
利　

率

　

０
・
０
１
％
（
３
月
現
在
）

※
変
動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
償
還
期
限

　

10
年
以
内
で
半
年
賦
償
還
で
す
。　

　
（
９
月
・
３
月
支
払
い
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
９
）

【事務室および交流スペース】

　現在の事務室は「しおさい会館の事務室」へ、現在の交

流スペースは「しおさい会館の保育室」へ移転します。

【開館日時】

　月曜日～土曜日（日曜日、祝日、年末年始は休館です。）

　午前８時３０分～午後５時１５分

　（交流スペースの利用時間は、午前９時～午後１０時）

※月曜日～土曜日の午後５時１５分以降、あるいは日曜日

　や祝日に交流スペースを利用される場合は、しおさい会

　館で事前に鍵を借りてください。なお、事務室には入れ

　ません。

【備品の利用】

◇有　料 

　コピー機（しおさい会館のコピー機が利用できます。）、

　印刷機、プリンター

◇無　料 

　紙折り機、裁断機、パソコン、メールボックス

【その他】

　境港市民総合ボランティアセンターも「しおさい会館」

に移転し、電話番号およびファックス番号が市民活動セン

ターと同じ番号になります。

◇４月３０日（月・振休）まで

　・市民活動センター　　　（☎４７－１２０４）

　・ボランティアセンター　（☎４７－１２０６）

◇５月１日（火）から

　・市民活動センター・ボランティアセンター

　　　　　　　　　　　　　（☎４７－１２０４）

▼問い合わせ先

◇地域振興課企画係　（☎４７－１０２４）　

◇市民活動センター　（☎４７－１２０４）

境港市民活動センターの移転についてのお知らせ
５月１日（火）から境港市民活動センターは「しおさい会館」へ移転します。

移転後の施設や備品の利用等についてお知らせします。

サービス内容 援助後の利用者負担金

◇外出時の援助（外出・散歩の付き添い）
◇家周りや墓地の手入れ（除草等）
◇家屋内の整理（掃除等）
◇季節ものの入れ替え
　　（ストーブ、衣類等）
◇台風等の自然災害への防備等
　　（植木鉢の移動等）

 1 時間あたり 407 円

◇除雪 １時間あたり 440 円

◇庭木のせん定（生垣、植木等）
◇軽微な修繕（家屋の軽微な修繕等）

１時間あたり 578 円

市報さかいみなと　22
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鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
の

入
札
参
加
資
格
お
よ
び

入
札
案
件
公
表
に
つ
い
て

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
発
注
す
る
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
に
は
、
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
（
米
子
市
、
境
港
市
、
日
吉
津
村
、

大
山
町
、
南
部
町
、
伯
耆
町
、
日
南

町
、
日
野
町
、
江
府
町
）
の
い
ず
れ

か
で
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　

入
札
参
加
資
格
を
お
持
ち
で
な
い

場
合
は
、
い
ず
れ
か
の
市
町
村
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
組
合
の
入
札
案
件
は
、
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
さ
れ
ま

す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.tottori-seibukoiki.jp/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

事
務
局
総
務
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
７
７
３
２
）

農
業
委
員
会
情
報

春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
春

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

中
海
干
拓
地
内
で
の
カ
ラ
ス
駆
除

　

中
海
干
拓
地
内
で
猟
銃
を
使
用
し

た
カ
ラ
ス
の
駆
除
作
業
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
の
際
は
干
拓
地
入
口
に
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

可
能
な
限
り
駆
除
実
施
時
間
の
立

ち
入
り
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
〜
来
年
３
月
末
ま
で
の
日
曜

日
　

午
前
６
時
〜
９
時
30
分

※
月
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

※
実
施
し
な
い
月
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

中
海
干
拓
地
全
域

▼
実
施
主
体

　

中
海
干
拓
地
営
農
組
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

と
っ
と
り
育
児
の
日

イ

ク

ボ

ス

の

日

　

毎
月
19
日
は
、「
と
っ
と
り
育
児

の
日
」で
す
。県
民
み
ん
な
が
、家
庭
・

地
域
・
企
業
で
子
育
て
に
つ
い
て
考

え
、
取
り
組
も
う
と
い
う
日
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
に
組
織
（
職
場
）

の
上
司
は
、
部
下
が
仕
事
を
終
え
て

早
く
家
に
帰
り
、
家
事
や
育
児
が
で

き
る
よ
う
、
定
時
退
社
を
促
す
声
掛

け
を
行
う
な
ど
、
イ
ク
ボ
ス
と
し
て

の
役
割
を
期
待
し
、
19
日
を
「
イ
ク

ボ
ス
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
織
（
職
場
）
の
上
司
に
、
部
下

の
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
応
援
す
る

と
と
も
に
、
自
ら
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
を
実
践
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
元
気
づ
く
り
総
本
部
元
気

づ
く
り
推
進
局
女
性
活
躍
推
進
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
７
９
２
）

子
育
て
世
代
訪
問
支
援
事
業

　

市
で
は
、
日
々
子
育
て
に
頑
張
っ

て
い
る
家
庭
に
子
育
て
経
験
者
等
を

派
遣
し
、
抱
え
て
い
る
悩
み
を
聞
い

た
り
、
一
緒
に
育
児
や
家
事
を
し
な

が
ら
、
子
育
て
の
負
担
軽
減
や
ス
ト

レ
ス
解
消
、
育
児
へ
の
自
信
を
つ
け

て
い
た
だ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
（
例
）

◇
食
事
（
離
乳
食
）
を
一
緒
に
作
り　

　

ま
す
。

◇
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
や
お
む
つ
交
換

　

を
一
緒
に
行
い
ま
す
。

◇
子
育
て
に
つ
い
て
の
思
い
や
悩
み

　

を
聞
き
ま
す
。

▼
支
援
員
募
集

　

子
育
て
を
応
援
し
た
い
人
、
自
分

の
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
し
た
い
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
支
援
員
に
な
る
に
は
、
所
定
の
研

　

修
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
必
要

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
育
児
支
援
係

　

 

（
☎
47
‐
１
０
７
５
・
１
０
７
７
）

作業名 標準額 摘要

耕
う
ん

水田一般 18,000 円 １０アールあたり
※水田は荒起こし、
　中耕、代かきの
　３回

水田ほ場整備地 17,000 円

畑 9,000 円

機
械
田
植

水田一般 9,000 円
（12,000 円）

１０アールあたり
※かっこ内は肥料
　散布を含むが、
　肥料代は除く。水田ほ場整備地 7,000 円

（10,000 円）

一般労務 750 円 １時間あたり

農家の皆さんへお願い

畑の飛砂防止について

　毎年春になると強風により畑地の飛砂が住宅の中に入り込

む被害が発生しています。

　この飛砂を防止するため防砂ネットの設置や強風が予想さ

れる際には事前に散水を行うなどの飛砂防止対策をお願いし

ます。

畑に鶏糞等の肥料をすき込む際の注意

　鶏糞等の肥料をすき込まないまま畑に滞留させると悪臭の

原因になります。

　肥料を畑に搬入された際は、早めにすき込みを行うなど悪

臭防止対策をお願いします。　

▼問い合わせ先

　商工農政課農業振興係　（☎４７－１０４９）

23　平成３０年４月
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

ワ

ク

チ

ン

接

種

　

対
象
の
年
齢
に
な
る
人
に
は
、
３

月
末
に
接
種
券
を
郵
送
し
て
い
ま

す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
医
療
機
関

に
直
接
申
し
込
み
、
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　

平
成
31
年
３
月
末
時
点
の
年
齢
が

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
人

※
過
去
に
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人

　

に
限
り
ま
す
。

▼
接
種
で
き
る
期
間

　

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31
日

▼
接
種
回
数　

１
回

▼
自
己
負
担
額　

２
４
０
０
円

※
平
成
29
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

　

帯
は
無
料

▼
そ
の
他

　

転
入
し
た
人
な
ど
、
対
象
者
で
接

種
券
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

市

民

運

動

会

　

市
民
運
動
会
は
、
毎
年
５
月
の
第

２
日
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き
（
市
内
全
校
区
）

　

５
月
13
日
（
日
）

※
雨
天
等
、
中
止
時
の
予
備
開
催
日

　

は
、
５
月
20
日
（
日
）
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

各
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
自
治
連
合
会
事
務
局
（
自

治
防
災
課
内
）（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

玉
栄
丸
慰
霊
碑
献
花
式

　

昭
和
20
年
４
月
23
日
に
起
こ
っ
た

旧
日
本
陸
軍
徴
用
船
「
玉
栄
丸
」
の

爆
発
事
故
か
ら
今
年
で
73
年
に
な
り

ま
す
。

  

こ
の
悲
惨
な
事
故
の
忌
ま
わ
し
い

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

犠
牲
者
の
霊
を
慰
め
る
献
花
式
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
７
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

大
正
町
岸
壁

※
慰
霊
碑
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場

　

の
東
隣
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
４
）

お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ

さ

か

い

み

な

と

【
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の

つ
ど
い
】

　

認
知
症
に
関
す
る
事
や
介
護
の
悩

み
を
話
す
場
所
で
す
。

▼
と　

き　

５
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

【
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
さ
か
い
み
な
と
】

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
気
軽
に

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
過
ご
せ
る
場
所

で
す
。

▼
と　

き　

４
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
浜
の
里
）

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

は
ま
か
ぜ
認
知
症
カ
フ
ェ

　

季
節
の
お
菓
子
、
ひ
き
立
て
の
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
認

知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
１
階　

は
ま
カ
フ
ェ

▼
参
加
費　

１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
介
護
老
人
保
健
施
設
は
ま

か
ぜ　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
９
０
）

第４９回境港市美術展覧会
　市民の皆さんの力作を会場でご鑑賞ください。

▼と　き　４月２１日（土）～２５日（水）

　　　　　午前９時～午後７時

※初日は午前１０時から、最終日は午後５時まで。

▼ところ　市民会館

▼部　門　絵画、工芸、彫刻、書道、写真

▼表　彰　各部門市展賞・奨励賞

【作品の出品をお待ちしています】

▼作品搬入日　４月１８日（水）

※詳しい要項と出品申込票、釈
しゃく

文
ぶん

票（書道部門のみ）は、

　各地区公民館および市民会館、生涯学習課窓口で配布

　しています。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係（☎４７－１０９３）

催催  

しし

市報さかいみなと　24
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歴

史

講

演

会

▼
と　

き　

４
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

　

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

　

余
子
公
民
館　

２
階
集
会
室

※
余
子
小
学
校
の
駐
車
場
も
ご
利
用

　

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
演　

題

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年
の
物
語

▼
講　

師

　

根ね

平ひ
ら

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
境
港
歴
史
研

究
会
代
表
）

▼
参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先　

余
子
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
０
７
２
８
）

済
生
会
境
港
総
合
病
院

地
域
医
療
連
携
室
講
演
会

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

４
月
27
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

２
階
会

議
室

▼
内　

容

◇
講　

演　

膵
臓
癌
の
お
話

◇
講　

師

　

能の
う

美み

隆た
か

啓ひ
ろ

さ
ん
（
済
生
会
境
港
総

合
病
院
内
科
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

行

政

事

務

嘱

託

職

員
・

臨

時

職

員

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
配
布

の
実
施
要
項
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
行
政
事
務
嘱
託
職
員
（
非
常
勤
）】

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

公
民
館
主
事　

２
人

▼
採
用
予
定
日　

５
月
１
日
（
火
）

【
臨
時
職
員
】

▼
募
集
職
種
・
人
数

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
補
助
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

▼
賃
金
（
日
額
）　

７
１
３
０
円

▼
採
用
予
定
日　

４
月
下
旬

【
共
通
事
項
】

▼
応
募
要
件
等

　

各
職
種
の
実
施
要
項
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

▼
試
験
日

　

応
募
者
へ
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先  

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
９
）

募募  

集集

（
☎
4

０

２
８

農業委員会委員および農地利用最適化推進委員募集
　農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員の選出方法がこれまでの公選法（選挙制と市長の選任制の併用）

から公募制（市議会の同意を要件とする市長の任命制）に変わりました。

　また、新たに農地利用最適化推進委員が設置されることになりました。

　これに伴い、現在の農業委員の任期満了後の新しい農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。

▼注意事項　提出された書類は一切返却しません。

　　　　　　提出された書類は住所、連絡先を除き公表されます。

　　　　　　追加の提出書類や説明を求める場合があります。

職　種 農 業 委 員 農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

募集人数 ９人 ４人（境港地区３人・中海干拓地１人）

任期 平成３０年８月１０日～平成３３年８月９日

報酬 月額２５，０００円

業務内容
　農地法等で定められた事項についての協議、

決定や農地の利用最適化推進のための現場活動

　担当地域での農地の利用最適化推進のための

現場活動や農業委員会総会の出席

募集要件

◇農業に関する識見を有し、業務を適切に行う

　ことが出来る人

◇市内在住者、または市内で農業を営む人

◇法令上兼職を禁止されていない人

◇市の職員でない人

また次の事項に該当しない人

◇破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人

◇禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わる

　まで、またはその執行を受けることがなくな

　るまでの人

◇農地利用の最適化の推進に熱意と識見を有す

　る人

◇市内在住者、または市内で農業を営む人

◇法令上兼職を禁止されていない人

◇市の職員でない人

また次の事項に該当しない人

◇破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人

◇禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わる

　まで、またはその執行を受けることがなくな

　るまでの人

応募方法 推薦または応募（所定の用紙に記入）

提出方法 郵送または持参

応募期間 ４月２日（月）～２７日（金）

▼応募・問い合わせ先

　農業委員会事務局（商工農政課内）
　　　　　　　　　　　（☎４７－１０５３）

25　平成３０年４月
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保

育

の

仕

事

を

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
保
育
園
で
は
、
保
育
士
や

看
護
師
な
ど
の
資
格
を
お
持
ち
の
人

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
５
）

第　

回

境

港

市

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者

▼
応
募
資
格

◇
市
内
在
住
ま
た
は
在
校
の
小
・
中
・

　

高
校
生

◇
米
子
市
在
住
の
高
校
生

▼
と　

き　

７
月
16
日
（
月
・
祝
）

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
料　

４
千
円

▼
申
し
込
み
期
間

　

４
月
26
日（
木
）〜
５
月
31
日（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
の
消
印
有

　

効
▼
申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

市
民
農
園
利
用
者

　

市
民
農
園
（
中
浜
・
竹
内
・
中
野
）

の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
休
日
や
余
暇
を
利
用

し
て
、
収
穫
の
喜
び
を
実
感
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
新
規
利
用
者
（
１
世

帯
１
区
画
）

▼
利
用
料
（
年
額
）

　

２
３
０
０
円
〜
２
５
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

親
子
ふ
れ
あ
い
農
園
参
加
者

　

親
子
で
野
菜
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
か
い
み
な
と
女
性
農
業
者
人
財

バ
ン
ク
が
農
作
業
の
指
導
を
し
ま
す

の
で
、初
め
て
の
人
で
も
安
心
で
す
。

▼
対　

象

　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
期　

間　

５
月
中
旬
〜
10
月
末

▼
参
加
費
（
苗
・
種
代
）

　

１
組
あ
た
り
２
千
円

▼
申
込
期
限　

４
月
16
日
（
月
）

▼
定　

員　

先
着
20
組
程
度

▼
農
園
場
所

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
１
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

４
月
９
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

４
月
18
日
（
水
）

▼
入
居
可
能
日　

５
月
１
日
（
火
）

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

　

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。（
１
区
画 
月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

原
子
力
防
災
現
地
研
修
会（
見
学
会
）

▼
と　

き　

４
月
22
日
（
日
）

◇
出　

発　

午
前
９
時
40
分

◇
解　

散　

午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前　

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
参
加

者
全
員
の
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
記
入
の
う

え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

１
件
の
応
募
で
２
人
ま
で
応
募
で

き
ま
す
。

▼
申
込
期
限

　

４
月
13
日
（
金
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
見
学
に
は
本
人
確
認
書
類
が
必
要

　

で
す
。

◇
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

　

鳥
取
市
東
町
１
丁
目
２
７
１

  

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
３
）

　

 
FAX

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

Mailgenshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp

中
国
語
講
座
受
講
生

　

春
か
ら
中
国
語
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

レ
ベ
ル
ご
と
に
３
つ
の
コ
ー
ス
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

◇
入
門
コ
ー
ス

　

午
前
９
時
15
分
〜
10
時
15
分

◇
初
級
コ
ー
ス

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※
３
コ
ー
ス
と
も
第
１
回
は
４
月
25

　

日
（
水
）
に
開
催
し
ま
す
。

※
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
は
中
国
語

　

検
定
３
級
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
４
級
以
上
、

　

も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
能
力
と

　

認
め
ら
れ
る
人
が
対
象
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館
１
階
保
育
室

▼
講　

師　

市
国
際
交
流
員

▼
受
講
料

◇
入
門
コ
ー
ス　

無
料

◇
初
級
コ
ー
ス　

無
料

◇
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
（
月
額
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

※
入
門
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
人
は
、

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
ま
い
に
ち
中
国
語

　

４
月
号
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
初
級
コ
ー
ス
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
コ

　

ー
ス
の
教
材
は
講
座
開
始
時
に
指

　

定
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
国
語
同
好
会　

永
田
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
‐
７
５
４
９
‐
６
３
７
７
）

団地名
夕顔団地

（誠道町 217）

種　別 一　般

建設年度 平成 4年

構　造 鉄筋・３階建

募集住戸 4B 棟 33 号（3階）

間取り等
３ＤＫ

６畳（２）、洋６畳

家賃（円） 20,000 ～ 39,300

28

市報さかいみなと　26



informationinformationinformationinformation

海
浜
清
掃
参
加
者

　

本
市
の
誇
る
白
砂
青
松
の
海
辺
を

保
つ
た
め
海
浜
清
掃
を
行
い
ま
す
。

　

多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
と　

き

　

４
月
８
日
（
日
）、５
月
27
日
（
日
）、

６
月
24
日
（
日
）

　

午
前
７
時
〜
（
約
１
時
間
）

※
少
雨
決
行

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当

　

日
に
集
合
場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

※
掃
除
用
具
な
ど
は
用
意
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　

美
保
湾
展
望
台
駐
車
場
（
空
港
入

口
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
美
保
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
３
２
７
７
）

第

28

回

因

伯

シ
ル
バ
ー
大
会
出
場
者

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
通
し
て
、

県
内
の
高
齢
者
同
士
の
交
流
の
輪
を

広
め
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

第
31
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
や
ま
大

会
の
派
遣
選
手
選
考
会
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
中
旬

※
種
目
に
よ
っ
て
日
程
が
違
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

中
部
地
区
を
中
心
に
開
催

▼
応
募
資
格

　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
昭

和
34
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の

人
）

▼
競
技
種
目

　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
弓
道
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、
将
棋
、

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

▼
応
募
方
法

　

参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
長
寿
社
会
課
窓
口

　

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

４
月
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

〒
６
８
９
‐
０
２
０
１

　

鳥
取
市
伏
野
１
７
２
９
番
地
５　

県
立
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
内

　

鳥
取
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
３
２
）

　

 

FAX

０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
０

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

６
月
入
所
生（
離
職
者
対
象
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
も

の
づ
く
り
の
技
能
・
技
術
お
よ
び
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
る
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
初
心
者
も
基
礎
か
ら
学
べ

る
の
で
安
心
で
す
。

▼
募
集
訓
練
科

①
産
業
技
術
科

②
ビ
ル
管
理
技
術
科

▼
訓
練
期
間

　

６
月
１
日（
金
）〜
11
月
28
日（
水
）

▼
募
集
定
員

①
15
人

②
12
人

▼
募
集
期
間

　

４
月
11
日（
水
）〜
５
月
９
日（
水
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
の
実
費
が
別
途
必

　

要
で
す
。

▼
そ
の
他

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
さ
れ
る
人
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受

給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）

※
４
月
19
日
（
木
）、５
月
７
日
（
月
）

　

に
見
学
会
、
４
月
27
日
（
金
）
に

　

体
験
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興

　

味
を
お
持
ち
の
人
は
ぜ
ひ
お
越
し　

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子　

訓
練

課　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

４
月
27
日
（
金
）、５
月
31
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

▼
と　

き　

４
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売

買
、
登
記
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
、

そ
の
他
の
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

相相  

談談

さようなら市民会館
ミ ニ コ ン サ ー ト

▼と　き　４月３０日（月・振休）

　　　　　◇開　場　午後１時３０分

　　　　　◇開　演　午後２時

▼ところ　市民会館大会議室

▼出演者

　安
あ

倍
べ

昌
まさ

旻
ふみ

（フルート）、境さんこ節保存会、

さかいみなとウインドアンサンブル（吹奏

楽）、女声合唱団沙羅

▼入場料　無料（要整理券）

▼整理券配布窓口　市民会館

▼その他

　４月２６日（木）から３０日（月・振休）

の間、市民会館展示室で「市民会館思い出の

写真展」を同時開催しています。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係

　　　　　　　　　　（☎４７‐１０９２）
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美哉幼稚園 びさい交流会
【わくわくクラブ「新聞遊び」】

　新聞をビリビリやぶったり、まるめたりするよ。

▼と　き　４月２６日（木）

　　　　　午前１０時～お昼ごろ

【わくわくクラブ「園庭スタンプラリーとおむすび作り」】

▼と　き　５月１７日（木）

　　　　　午前１０時～お昼ごろ

※５月１０日（木）までに事前予約が必要です。アレル

　ギーがある人は予約時にお知らせください。

▼持参するもの　食べる分のご飯、エプロン、マスク、

　　　　　　　　三角巾、お茶

【子ども花まつり】

▼と　き　５月８日（火）午前１０時３０分～

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の

貸し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

聖心幼稚園 にこにこひろば
　未就園児を対象に園庭、園舎を開放しています。

【園庭解放】

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

【園舎開放】

▼と　き　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　（☎４２－２０４０）

子育てひろば

ファミリー・サポート・センター
利 用 料 助 成
　市では、次の対象者に利用料を助成しています。詳しく

はお問い合わせください。

※ファミリー・サポート・センターを利用するためには、　

　会員登録が必要です。

▼対象者（次のいずれかに該当する人）

◇ひとり親家庭で児童扶養手当を受給している人または

　市町村民税非課税世帯の人

　（４月から６月は前年度分の市町村民税）

◇在宅で０歳児（３カ月～１２カ月）を育児中の人

　※保育園等を利用する人を除きます。

▼助成額

　境港市社会福祉協議会からの助成金を引いた額の半額

▼問い合わせ先

◇子育て支援課育児支援係　　　　（☎４７－１０７７）

◇境港市ファミリー・サポート・センター　

　　　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－６６６０）

おむつ利用券のご案内
　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月ごとにおむつ

利用券（１回の申請につき３，０００円分）を交付し

ています。４月の対象者は下記のとおりです。申請が

まだの人は、お早めに窓口までお越しください。

※ お子さんの誕生月が平成２９年５月、８月、１１月

の人は、５月１日（火）が申請期限ですので、ご注

意ください。

※ 平成２９年９月、１０月生まれのお子さんの場合、

６カ月児健康診査の際にも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係　（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目
平成 29 年 11 月

　　　～平成 30 年 1 月
出生月の３～５カ月後

２回目 平成 29 年 8 月～ 10 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 29 年 5 月～ 7月 出生月の９～１１カ月後
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☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 4 月 18 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 29 年 9 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 5 月 16 日（水） 平成 29 年 10 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 4 月 19 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 28 年 9 月生まれの幼児

 5 月 31 日（木） 平成 28 年 10 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 4 月  5 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 27 年 3 月生まれの幼児

 5 月 10 日（木） 平成 27 年 4 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談  4 月 10 日（火）

 6 月 12 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50 ～ 11:30（9 カ月～ 1歳 6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

妊活相談  6 月 17 日（日）9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで） お子さんを希望する人

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日・休館日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第１金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（本館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７－１０９１）

ひ と り 親 家 庭 の た め の 支 援 制 度
制 度 対 象 内 容 申 請 窓 口

高等職業訓練促進

給付金事業等

◇２０歳未満の子を養育する

　父または母

◇児童扶養手当受給者または

　同等の所得水準にあること

　資格取得のために１年以上学校に

通う際の生活費相当を支給します。

※入学金等の貸付制度もあります。

子育て支援課

育児支援係

（☎４７－１０７７）

自立支援教育訓練

給付金事業

◇２０歳未満の子を養育する

　父または母

◇児童扶養手当受給者または

　同等の所得水準にあること

　資格取得のために受講した対象講

座の一部を給付金として支給しま

す。

※事前申し込みが必要です。

災害遺児手当

◇中学生までの児童を養育す　

　る者

◇所得税非課税者

　養育者が天災、事故、自死により

死亡、障がいの状態になった児の健

全な育成のための手当（２千円／月）

を支給します。

※上記制度のほかにも、「ひとり親家庭入学支援金」、「児童扶養手当のご案内」についてのお知らせを本誌２０ページに

　掲載しています。

29　平成３０年４月
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市報広告を募集中！
　「市報さかいみなと」に広告掲載をし
て、宣伝してみませんか？

◇発行部数　12,500 部

◇広告掲載場所　information の最下段

◇広告の規格・掲載料（月額）

　・１号広告（5㎝× 18㎝）15,000 円

　・２号広告（5㎝× 12㎝）10,000 円

　・３号広告（5㎝× 6㎝）　 5,000 円△

問い合わせ先

　地域振興課広報情報係（☎ 47-1010）

※市報広告以外にも、ホームページバ

ナー広告やはまるーぷバス広告なども

あります。詳細についてはお問い合わ

せください。

清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

【大型連休中の収集】

　大型連休中の祝日は、収集日に該当する地区を下表のとおり収

集します。

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　４月１５日（午前９時～正午）

可燃ごみ

軟質ブラスチック類

資源ごみ 不燃

ごみ古紙類 ビン缶類

４月 30 日（月・振替休日） ○ × × ×

５月３日（木・憲法記念日） ○ × ○ ×

５月４日（金・みどりの日） ○ × ○ ×

※集積場所への搬出は当日午前８時までにお願いします。

※祝日は施設への持ち込みはできません。

市報さかいみなと　30



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

4月 7日（土）
4月 21 日（土）

古典講座「みんなで楽しく
『万葉集』を読もう」

上道公民館 14：00 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

4月 27 日（金）

サロンコンサート Vol.219
～ 4 人組バンドが奏でる癒しの
　　アコースティックサウンド～
（出演：with ワーキャーズ）

文化ホール 19：30 ～ 20：40
境港市文化振興財団    
☎ 47 － 1104

無　料
（飲み物は有料）

4月 28 日（土）
絵本と紙芝居の会
（英語絵本を一緒に楽しみましょう）

市民図書館 14：30 ～ 市民図書館 無　料

5月 5日（土） 第 10 回ライブコンサート 文化ホール
開場 18：00
開演 18：30

瀬戸良三さん
☎ 090-7597-2648

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　　男　：16,587 人（－ 34）
　　　女　：17,800 人（－ 33）
　　合　計：34,387 人（－ 67）
　　世帯数：15,112 世帯（－ 23）

　※平成 30 年 2 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談 4月 12 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
☎０８５７－２４－５５４２

心配ごと相談 4月 13 日（金） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法 律 相 談
4月 06 日（金）
4月 20 日（金）

13：30 ～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付 13：00 ～ 16：00

多重債務・法律
相  談  会

4 月 19 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

相続・遺言相談 第２火曜日 10：30 ～ 12：30
老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

こころの相談
カウンセリング

4月 23 日（月） 14：00 ～ 16：00
健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

ＤＶ（家庭内暴力）
電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8：30 ～ 17：15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17：15 ～ 8：30）、土日祝（8：30 ～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 19：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

31　平成３０年４月



□
編
集
・
発
行
　
境
港
市
総
務
部
地
域
振
興
課

　
〒
6
8
4
-8
5
0
1
鳥
取
県
境
港
市
上
道
町
3
0
0
0
　
☎
0
8
5
9
 ‐
4
7
‐
1
0
1
0
　
　
　

□
発
行
日
 ４
月
１
日
　
※
次
回
発
行
は
５
月
１
日

市
報

さ
か
い
み
な
と

４

市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん
みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。このコーナーに掲載を希望される

人は、取材職員にお声かけください。また、直接の受け付けも行ってい

ますので、地域振興課までご連絡ください。

 大谷 妃
ひ ま り

茉莉 ちゃん（H29.7.13 生） と

  お母さんの 憂
ゆうか

華 さん（夕日ヶ丘２丁目）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫

 お兄ちゃんと仲良く元気いっぱい大きくなってね

 濱板 夏
なつな

凪 ちゃん（H29.7.31 生） と

   お母さんの 明
さやか

佳 さん（中野町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

  たくさん食べて遊んで大きくな～れ!!

小畑 颯
はやと

士 ちゃん（H29.7.9 生） と

   お母さんの 秋
あきな

菜 さん（三軒屋町）
 
  ≪お子さんへのメッセージ≫ 

   元気にすくすく育ってね

　境港市では、昔からイワシがたくさん水揚げされ、「つみれ汁」や「い

わしだんごの甘辛煮」は学校給食の定番料理です。

　「つみれ」とは、魚のすり身などでたねをつくり、つまんで汁に入

れる「つみ入れ」がつみれと呼ばれるようになったものです。

　いわしには、生活習慣病の予防や脳神経組織の発育・機能を高める

などの働きがある「ドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）」や「エイコサペ

ンタエン酸（ＥＰＡ）」が豊富に含まれているだけでなく、成長期に

欠かせないカルシウムやビタミンＤも多いのが特徴です。煮付けや焼

き魚、揚げ物などいろいろな料理にしますが、すり身を使うことで小

骨も気にならず、魚の栄養素をまるごと摂取できて育ち盛りのお子さ

んにも喜んで召し上がっていただけます。 □作り方
①いわしすり身に、すりおろした生姜、みじん切り

　のネギ、塩少々、かたくり粉を入れてよく混ぜる。

②大根とにんじんはいちょう切り、ネギは小口切り

　にする。

③鍋に湯をわかし、①を少量手に取り一口大にしな

　がら鍋の中につみ入れるか、①をスプーンですく

　い、鍋の中に入れる。

④つみれが浮いたら、大根とにんじんを入れて煮る。

⑤みそをといて④に加え、ネギを散らして火を止め

　る。

□材料（４人前）

○いわしすり身　　１５０ｇ　　　　　　　　

○生姜　　　　　　　１かけ　　　　　　　 　 

○ネギ（みじん切り）

　　　　　　　１０㎝くらい

○ネギ　　　　　　１／２本

○大根　　　　１０㎝くらい

○にんじん　　　　１／４本

○食塩　　　　　　　　少々　　　　　　　　　　  

○かたくり粉　　　　３０ｇ　　　　　　　　 　 

○みそ　　　　　　大さじ２

○水　　　　　　　４カップ

いわしのつみれ汁

【問い合わせ先】
　境港市学校給食センター
　（☎ 21 － 2111  FAX 21 － 2112）  ６学校給食レシピ学学学学今月

の
今月
の

～美味しいレシピ教えます♪～


